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上
野
国
桐
生
下
広
沢
村
の
彦
部
家
の
足
利
将
軍
家
旧
臣
活
動
の
分
析
を
通
じ
て
、
近
世
の
身
分
制

に
お
け
る
由
緒
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
、
旧
臣
活
動
の
背
景
に
あ
る
社
会
運
動
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。

　

彦
部
家
は
同
村
の
有
力
百
姓
で
、
村
役
人
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
高
階
姓
で
、
室
町
・
戦

国
期
に
は
、
足
利
将
軍
家
の
近
習
の
武
士
と
し
て
京
都
で
活
動
し
、
戦
国
末
期
に
同
村
へ
土
着
し
た

と
伝
え
る
。
戦
国
期
、
同
地
へ
土
着
す
る
に
際
し
、
戦
国
大
名
由
良
氏
よ
り
広
沢
郷
内
に
千
疋
を
宛

行
わ
れ
た
と
い
う
領
主
と
し
て
の
由
緒
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
旗
絹
・
旗
竿
を
献
上
し
た
と
い
う
桐
生

領
五
四
ヶ
村
の
由
緒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
村
支
配
、
絹
織
物
産
業
を
支
え
る
理
論
と
し
て
機
能
し
た
。
い

わ
ゆ
る
「
家
の
由
緒
」「
村
の
由
緒
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
足
利
将
軍
家
の
旧
臣
と
し
て
会
津

藩
士
坂
本
家
と
交
流
し
た
活
動
は
、
そ
の
目
的
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
坂
本
家
は
足
利
義
昭

の
曾
孫
で
牢
人
で
あ
っ
た
義
邵
が
、
神
道
学
・
軍
学
・
有
職
故
実
に
通
じ
て
会
津
藩
主
保
科
正
容
に

求
め
ら
れ
て
同
藩
に
仕
官
し
た
。
足
利
鑁
阿
寺
が
こ
の
坂
本
家
と
、
彦
部
家
を
仲
介
し
旧
臣
関
係
が

構
築
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
御
目
見
・
御
見
舞
・
裃
や
感
状
の
下
賜
・
一
字
拝
領
と
い
っ
た
恩
賞
給
付

が
な
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
彦
部
家
は
、
京
都
西
陣
か
ら
高
度
な
織
物
の
技
術
を
導
入
し
、
ま
た
文
芸

の
面
で
は
、
江
戸
の
国
学
者
を
桐
生
へ
招
き
、
ま
た
出
府
し
て
中
央
の
文
化
を
吸
収
し
、
桐
生
国
学

を
興
隆
さ
せ
る
な
ど
、
中
央
の
文
明
・
文
化
を
積
極
的
に
導
入
・
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
り
家
の
繁
栄

を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
坂
本
家
と
の
旧
臣
活
動
も
ま
た
、
同
家
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
先
進

的
で
高
度
な
文
化
に
触
れ
、
そ
れ
に
倣
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
期
、
彦
部
家
は
嫡
子
を
幕
臣
と
し
、
武
家
へ
養
子
に
入
れ
て
お
り
、
同
家
が
身
分
の
上
昇
に
執

心
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
単
に
、
幕
藩
体
制
で
の
身
分
秩
序
を
下
支
え
す
る

も
の
と
理
解
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
武
家
に
よ
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の
一
元
的
な
独
占
体
制

へ
の
抵
抗
で
あ
り
、
独
占
さ
れ
て
い
た
そ
れ
ら
を
獲
得
し
て
ゆ
く
と
い
う
積
極
的
な
面
を
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
幕
府
支
配
体
制
の
相
対
化
と
い
う
意
味
で
、
草
莽
運
動
と
質
的
な

共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
彦
部
家
の
み
な
ら
ず
東
関
東
で
広
く
確
認
さ
れ
る
社
会
的
動

向
と
い
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
由
緒
、
武
家
、
身
分
制
、
絹
織
物
、
国
学
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は
じ
め
に

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「
中
近
世
に
お
け
る
武
士
と
武
家
の
資
料
論
的

研
究
」
で
の
一
つ
の
テ
ー
マ
が
、
中
世
・
近
世
を
通
じ
た
武
士
武
家
の
議
論
で
あ
る
。

こ
の
た
め
研
究
報
告
会
で
も
中
世
の
武
士
と
近
世
の
武
士
と
の
共
通
性
と
相
違
を
確

認
し
て
ゆ
く
よ
う
な
報
告
を
準
備
し
、
討
議
で
も
そ
れ
を
意
識
し
た
。
ま
た
そ
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
越
前
島
津
家
文
書
・
国
立
公
文
書
館

所
蔵
蜷
川
家
文
書
・
群
馬
県
桐
生
市
彦
部
家
資
料
・
横
浜
市
港
北
区
東
方
鈴
木
家
資

料
な
ど
の
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
中
世
史
・
近
世
史
の
研
究
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
共
通
の
課
題
・
資
料
を
用
い
て
の
膝
詰
め
の
議
論
が
必
要
だ
と
考

え
、
小
規
模
の
研
究
会
を
数
多
く
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
試
み
の
成
果
は
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
企
画
展
示
『
武
士
と
は
な
に
か
』（
二
〇
一
〇
年
）
の
各
章
に
、
そ

れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
か
た
ち
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
研
究
会
の
議
論
の
中
で
共
通
認
識
で
あ
っ
た
の
は
、
武
士
武
家
と
い
う
枠

組
み
の
曖
昧
さ
で
あ
る
。
身
分
制
が
成
立
し
て
い
な
い
中
世
で
は
も
ち
ろ
ん
、
士
農

工
商
と
い
う
身
分
制
度
が
確
立
さ
れ
た
近
世
に
お
い
て
も
武
士
武
家
た
る
明
確
な
基

準
は
見
出
せ
な
い
。あ
え
て
一
つ
の
基
準
を
示
す
な
ら
ば
、「
武
士
た
る
由
緒
の
有
無
」

で
あ
ろ
う
。
近
世
幕
藩
制
の
身
分
制
度
上
、
武
士
と
認
定
さ
れ
な
い
百
姓
・
商
人
な

ど
の
身
分
で
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
中
世
で
は
武
士
の
家
で
あ
っ
た
と
い
う
由
緒
に
基

づ
い
て
、
武
士
の
表
象
で
あ
る
苗
字
帯
刀
が
許
さ
れ
る
郷
士
・
農
兵
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
逆
に
全
く
武
士
と
し
て
の
由
緒
を
持
た
な
い
武
士
と
い
う

の
も
基
本
的
に
は
存
在
し
得
な
い
。

さ
ら
に
由
緒
は
、
単
に
武
士
で
あ
る
か
否
か
で
は
な
く
、
そ
の
家
柄
の
上
下
の
指

標
に
も
な
る
。
前
掲
越
前
島
津
家
文
書
は
、
本
来
、
播
磨
国
下
揖
保
地
頭
系
の
島
津

氏
に
伝
来
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
近
世
に
至
っ
て
薩
摩
藩
島
津
家
の
所

蔵
に
帰
し
、
同
藩
の
「
官
庫
」
で
管
理
さ
れ
て
い
た
。
藩
主
を
退
き
な
が
ら
も
、
大

御
所
と
し
て
藩
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
島
津
吉
貴
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、

次
男
忠
紀
（
壮
之
助
）
に
重
富
島
津
家
を
立
て
さ
せ
る
。
こ
の
際
、
官
庫
に
保
管
さ

れ
て
い
た
越
前
島
津
家
文
書
を
忠
紀
に
譲
与
し
、
越
前
島
津
家
の
再
興
と
い
う
か
た

ち
を
と
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
重
富
島
津
家
は
、
本
来
は
全
く
の
新
興
の
家
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
島
津
家
一
族
内
で
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
1
（

。

日
本
の
身
分
制
度
に
お
い
て
由
緒
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
そ
の
有

無
、
良
し
悪
し
が
そ
の
人
・
集
団
の
政
治
・
経
済
・
文
化
活
動
を
規
定
・
規
制
し
た

と
い
え
る
。
し
か
し
、
か
く
も
強
く
人
間
生
活
を
規
定
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
に

身
分
制
の
枠
組
み
を
創
出
す
べ
き
法
的
な
基
準
は
極
め
て
曖
昧
で
、
そ
れ
故
、
由
緒

を
偽
作
し
た
り
、
改
変
し
た
り
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
支
配
制
度
で
あ
り
な
が
ら
、
法
的
な
整
備
が
未
熟
で
、
そ
れ
で
い
て
拘
束

力
が
強
い
。
な
ん
と
も
掴
み
ど
こ
ろ
が
な
く
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
彦
部
家
の
旧
臣
活
動
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
、
掴
み
ど
こ
ろ
の

な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
、
む
し
ろ
そ
れ
に
惹
か
れ
て
取
り
組
ん
で
み
た
課
題
で
あ

る
。
こ
の
曖
昧
で
不
明
瞭
な
部
分
が
、
よ
り
日
本
の
身
分
制
度
の
特
徴
を
浮
か
び
あ

が
ら
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

❶
彦
部
家
の
由
緒
の
構
造
―「
家
の
由
緒
」「
村
の
由
緒
」と
旧
臣
活
動

　

彦
部
家
は
現
在
桐
生
市
広
沢
町
に
所
在
す
る
。
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
八
月

に
、
領
主
鳥
居
権
介
へ
八
代
昌
信
が
上
申
し
た
由
緒
書
（
番
外
6　

以
下
、
彦
部
家

の
資
料
整
理
番
号
を（　

）内
に
記
す
）
に
よ
れ
ば
、
彦
部
家
の
由
来
は
、
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

彦
部
氏
は
天
武
天
皇
を
祖
と
す
る
高
階
氏
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
光
朝
は
陸

奥
菊
田
郡
（
斯
波
郡
が
正
し
い
）
彦
部
郷
に
移
住
し
彦
部
を
名
乗
る
。
そ
の
子
光
継

が
足
利
氏
に
付
属
し
、
そ
の
子
光
貞
は
、
足
利
尊
氏
に
従
っ
て
摂
津
兵
庫
で
戦
死
し
、

子
孫
は
代
々
足
利
将
軍
家
に
昵
近
奉
公
す
る
。
そ
し
て
①
信
勝
は
近
衛
前
嗣
に
従
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っ
て
上
野
へ
下
向
し
、
広
沢
郷
へ
土
着
し
た
。
こ
の
際
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）、

由
良
成
繁
に
広
沢
郷
内
千
疋
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）、

由
良
氏
は
常
陸
国
牛
久
に
転
封
と
な
り
、
広
沢
郷
は
徳
川
領
に
編
入
さ
れ
、
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
合
戦
に
あ
た
り
、
家
康
に
旗
竿
の
竹
を
献
上
し

た
こ
と
で
彦
部
氏
居
屋
敷
抱
山
一
町
六
反
余
が
除
地
と
認
め
ら
れ
た
。
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
に
代
官
小
林
彦
五
郎
の
支
配
と
な
り
、
そ
の
際
、
由
緒
を
申
し
上
げ

て
、
除
地
は
こ
れ
ま
で
通
り
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
寛
文
元
年
（
一
六
六
三
）
に
館
林

藩
領
と
な
る
が
、
除
地
は
継
承
さ
れ
る
。
⑤
信
次
は
元
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
本

庄
宗
資
に
仕
官
し
笠
間
町
奉
行
役
を
勤
め
、
宗
資
の
子
資
俊
の
遠
州
浜
松
へ
の
転
封

に
従
い
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
同
藩
を
暇
乞
い
し
て
広
沢
に
戻
っ
た
。
天
和

二
年
（
一
六
八
二
）
に
下
広
沢
村
は
、
館
林
藩
領
か
ら
旗
本
領
に
編
入
さ
れ
、
旗
本

石
尾
七
兵
衛
分わ
き
か
ず一
の
給
地
と
な
る
。
こ
の
際
、
⑥
信

は
、
自
家
の
由
緒
を
申
し
上

げ
て
村
方
取
締
・
二
人
扶
持
の
御
用
人
格
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
宝
暦
十
三
年
に
至

る
ま
で
代
々
除
地
が
認
め
ら
れ
、
村
方
取
締
と
し
て
扶
持
が
加
え
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
、
新
た
な
給
人
鳥
居
権
之
助
へ
申
告
し
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
の
は
近
世
の
彦
部

家
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
系
図
の
①
〜
⑫
代
に
あ
た
る
。

〔
彦
部
家
略
系
図
〕

天
武
天
皇
―
高
市
親
王
―
長
屋
王
―
桑
田
王
―
磯
部
王
―
石
見
王
―
峯
緒
―
令

範
―
茂
範
―
師
尚
―
良
臣
―
敏
忠
―
業
達
―
業
忠
―
成
佐
―
惟
章
―
惟
頼
―
惟

真
―
惟
範
―
惟
長
―
惟
光
―
惟
貞
―
光
朝
〈
彦
部
六
郎
〉
―
光
継
―
秀
貞
―
光

高
―
光
春
―
松
法
師
丸
―
忠
春
―
教
春
―
賢
直
―
国
直
―
晴
直
―
輝
信
―
①
信

勝
―
②
信
直
―
③
信
包
―
④
信
重
―
⑤
信
次
―

⑥
信の
ぶ
と
も

（
弥
三
郎
、
延
宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
〜
明
和
三
年
〈
一
七
六
六
〉）

⑦
昌
信
（
五
兵
衛
・
数
馬
、正
徳
三
年
〈
一
七
一
三
〉
〜
明
和
六
年
〈
一
七
六
九
〉）

⑧
至
輔（
専（
仙
）三
郎
、享
保
二
十
年〈
一
七
三
五
〉〜
天
明
元
年〈
一
七
八
一
〉）

⑨
信
有（
五
兵
衛
・
数
馬
、明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉
〜
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉）

⑩
知
行（
栄
太
郎・五
兵
衛・数
馬
、寛
政
元
年〈
一
七
八
九
〉〜
慶
応
四
年〈
一
八
六
八
〉）

⑪
守
信
―
⑫
信
之
―
牧
太
郎
―
信
庸
〈
駒
雄
〉

　

桐
生
市
広
沢
に
現
存
す
る
彦
部
家
の
住
宅
は
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
建
物
は
主
屋
・
長
屋
門
・
冬
住
み
・
文
庫
倉
・
穀
倉

で
、
主
屋
の
建
築
年
代
は
江
戸
前
期
と
さ
れ
る
。
住
宅
は
、
方
一
町
程
の
堀
と
土
居

に
囲
ま
れ
、
背
後
の
山
に
詰
め
城
を
持
つ
と
い
う
中
世
の
土
豪
の
館
の
ス
タ
イ
ル
を

遺
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
桐
生
彦
部
家
に
関
す
る
基
本
的
な
歴
史
に
つ
い
て
は
同
家
編
纂
に
よ
る

『
彦
部
家
の
歴
史
）
2
（

』
に
詳
し
い
。

　

同
家
は
中
世
・
近
世
期
の
史
料
を
多
数
所
蔵
し
て
お
り
、
群
馬
県
史
編
纂
の
際
、

調
査
が
行
わ
れ
、
中
世
文
書
の
大
部
分
と
、
近
世
文
書
の
一
部
が
群
馬
県
史
で
翻
刻

さ
れ
て
お
り
、ま
た
史
料
目
録
は
『
群
馬
県
史
収
集
複
製
資
料
目
録　

第
一
集
』〔
群

馬
県
立
文
書
館
、
一
九
九
四
年
〕
に
、
こ
れ
も
部
分
的
で
は
あ
る
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
史
料
を
引
用
す
る
際
の
番
号
は
、
彦
部
家
の
整
理
番
号
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

こ
の
県
史
の
近
世
部
会
調
査
の
際
に
付
し
た
整
理
番
号
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

文
献
史
料
の
他
に
も
彦
部
家
に
は
、
刀
剣
・
弓
矢
・
甲
冑
・
馬
具
・
絵
画
な
ど
歴

史
資
料
が
多
数
伝
来
し
て
い
る
が
、
文
献
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
家
宝
類
は
、

単
な
る
美
術
品
と
し
て
、
あ
る
い
は
学
術
的
資
料
と
し
て
伝
来
し
て
き
た
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
宝
暦
十
三
年
の
由
緒
書
上
の
際
、
系
譜
だ
け
で
は
な
く
、「
お

尋
ね
に
は
な
い
け
れ
ど
」
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
も
、
伝
来
す
る
武
器
武
具
類
を
書
き

上
げ
た
目
録
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
家
の
由
緒
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
と
し

て
機
能
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
近
世
史
で
は
由
緒
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
た
が
、

そ
こ
で
は
「
家
の
由
緒
」
と
「
村
（
地
域
）
の
由
緒
」
と
い
う
類
型
の
異
な
る
由
緒

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
3
（

。

　

前
掲
宝
暦
十
三
年
の
由
緒
書
上
は
、
前
年
ま
で
の
川
田
玄
蕃
に
代
わ
り
領
主
と
な

っ
た
鳥
居
権
之
助
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

二
月
に
聞
き
届
け
ら
れ
た
こ
と
が【
1
】鳥
居
権
之
助
黒
印
状
で
確
認
さ
れ
る
。
す
な
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わ
ち
、
彦
部
家
の
家
柄
を
認
め
、
そ
の
上
、
今
般
の
格
別
の
働
き
を
評
価
し
て
給
人

格
・
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
家
の
由
緒
」
に
あ
た
る
。

【
1
】
鳥
居
権
之
助
黒
印
状
（
3
1
8
）

　
　
　
　

覚

其
方
儀
、
家
柄
其
上
今
般
格
別
之
御
用
等
相
勤
方
ニ
付
、
御
給
人
格
、
苗
字
帯

刀
被
二　

仰
付
一
間
、
其
旨
相
心
得
、
右
帯
刀
江
対
シ
不
作
法
無
之
様
、
可
二
相
守
一

候
也
、

　
　
　
　

鳥
居
権
之
助

   

酉
二
月　
　
　
　

役
所
（
黒
印
）

　
　
　

御
知
行
所

　
　
　
　

上
州
山
田
郡
下
広
沢
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄
役
五
兵
衛
江

　

宝
暦
十
三
年
の
由
緒
書
上
の
際
に
は
、「
下
広
沢
郷
士
彦
部
数
馬
」
と
署
名
し
て

い
る
よ
う
に
、
武
士
身
分
を
自
称
し
、
領
主
鳥
居
家
よ
り
給
人
格
を
与
え
ら
れ
、
苗

字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
年
寄
役
と
し
て
村
運
営
に
携
わ
る
に
あ
た
り
、

大
き
な
後
見
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
宝
暦
の
由
緒
の
近
世
彦
部
家
初
代
の
信
勝
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　

広
沢
郷
初
代
彦
部
弥
太
郎

一
、
彦
部
雅
楽
頭
晴
直
長
男
弥
太
郎
信
勝
、
永
禄
之
初
近
衛
前
嗣
公
関
東
御

下
向
之
節
、
供
奉
仕
由
緒
御
座
候
ニ
付
、
上
野
国
園
田
庄
広
沢
郷
ニ
住
居
罷

在
候
処
、
同
国
新
田
金
山
之
城
主
由
良
少
将
成
繁
朝
臣
よ
り
広
沢
郷
ニ
お
い

て
千
疋
之
地
、被
二
宛
行
一
候
、右
者
近
衛
殿
桐
生
久
方
之
館
ニ
御
逗
留
之
中
、

奏
者
相
勤
候
儀
に
付
而
申
伝
候
、
右
之
文
書
今
以
所
持
仕
候
、
此
時
よ
り
広

沢
郷
手テ

臼ウ
ス

山
之
下
字
千
松
台
竹
ヶ
岡
、
源
家
旧
縁
御
吉
例
之
地
ニ
今
以
在

住
仕
候
、
近
衛
殿
思
召
有
而
、
御
止
メ
被
レ
置
候
由
申
伝
候
、

　

初
代
の
信
勝
は
、
永
禄
年
間
に
近
衛
前
嗣
に
従
っ
て
関
東
に
下
向
し
（
越
後
上
杉

氏
に
関
わ
っ
て
下
向
し
た
と
さ
れ
る
）、
上
野
国
園
田
荘
広
沢
郷
に
土
着
す
る
に
あ

た
り
、
永
禄
四
年
、
由
良
成
繁
へ
の
軍
功
に
よ
り
、
広
沢
郷
内
千
疋
の
地
を
宛
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
宛
行
状【
2
】は
、
彦
部
家
に
伝
来
し
て
お
り
、
多
数
の
中
世
文
書

を
所
蔵
す
る
彦
部
家
で
あ
る
が
、
中
世
に
お
け
る
広
沢
郷
の
領
有
を
明
示
す
る
資
料

は
、
こ
れ
が
唯
一
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
近
世
に
お
け
る
領
主
支
配
理
論
を
支
え
る
由

緒
と
し
て
、
こ
の
宛
行
状
は
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
【
3
】は
四
代
信
重
が
除
地
と
主
張
す
る
山
（
相
窪
山
）
へ
惣
百
姓
中
よ
り
訴
訟
さ

れ
、
代
官
所
で
対
決
と
な
っ
た
際
の
願
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
山
の
領
有
は
「
成
繁
殿

よ
り
彦
部
五
郎
信
重
の
先
祖
弥
太
郎
（
信
勝
）
が
知
行
を
申
し
請
け
」
た
こ
と
に
根

源
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
馬
草
場
と
し
て
同
山
へ
立
ち
入
り
を
求
め
る
惣
百
姓

等
と
、
そ
れ
を
拒
否
し
用
益
権
を
主
張
す
る
彦
部
家
の
争
い
ら
し
い
（
彦
部
家
譜
、

1
2
1
）。

【
2
】
由
良
成
繁
宛
行
状
（
追
加
2
）

今
度
桐
生
之
前
引
切
御
忠
節
無
二
比
類
一
候
、
因
レ
茲
広
沢
郷
之
内
、
御
抱
之
内

千
疋
之
所
進
―二

置
之
一
候
、
猶
以
御
走
廻
可
レ
為
二
肝
要
一
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
日　

成
繁
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

彦
部
弥
太
郎
殿

【
3
】
彦
部
信
重
願
文
（
1
2
1
彦
部
家
譜
所
収
）

成
繁
殿
よ
り
彦
部
五
兵
衛
信
重
先
祖
弥
太
郎
代
々
知
行
申
請
候
よ
り
以
来
、

孫
拙
者
親
代
々
山
之
年
貢
除
ノ
上
、
今
迄
持
来
申
候
、
此
度
御
代
替
ニ
付
先

規
之
筋
目
、
御
代
官
所
へ
申
上
候
得
ハ
、
野
沢
惣
兵
衛
殿
山
之
御
見
分
被
レ
出
、

御
年
貢
被
二
仰
付
一
候
間
、
指
上
被
レ
申
候
所
、
村
中
之
者
、
公
事
申
懸
今
月
今

日
御
代
官
所
江
罷
出
候
事
、

南
無
北
計
大
明
神
様
御
神
力
奉
レ
願
候

　
「
家
の
由
緒
」
は
、
村
の
運
営
に
寄
与
し
た
と
い
う
実
績
の
証
で
あ
る
と
と
も
に
、

苗
字
帯
刀
と
い
う
郷
士
身
分
の
獲
得
と
、
除
地
の
獲
得
・
山
野
の
占
有
と
い
う
領
主

的
支
配
を
支
え
る
理
論
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

永
禄
四
年
辛酉
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前
掲
宝
暦
十
三
年
の
由
緒
書
上
に
は
、
彦
部
家
か
ら
旗
差
物
の
竹
竿
を
供
出
し
た

と
い
う
由
緒
に
よ
り
除
地
が
与
え
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
際
、
慶
長
五
年
の
関
ヶ

原
の
合
戦
で
は
、
桐
生
領
五
四
ヶ
村
か
ら
徳
川
家
康
へ
籏
絹
を
献
上
し
、
こ
れ
以
来
、

将
軍
家
へ
絹
を
献
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
旗
絹
献
上
の
歴
史
に
も
触
れ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
「
村
の
由
緒
」
に
あ
た
る
。
桐
生
領
五
四
ヶ
村
と
は
、
上
野
国
山

田
郡
を
中
心
に
、
勢
多
郡
の
渡
良
瀬
川
上
流
域
に
所
在
す
る
村
々
を
さ
し
、
こ
の
地

域
は
、
中
世
よ
り
の
生
糸
生
産
地
で
あ
り
、
当
初
は
大
間
々
、
後
に
桐
生
新
町
を
中

核
と
し
て
絹
織
物
産
業
を
発
展
さ
せ
た
）
4
（

。

　

慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
合
戦
の
際
に
徳
川
家
康
か
ら
旗
指
物
に
用
い
る
絹
を
求
め

ら
れ
、
桐
生
領
五
四
ヶ
村
の
農
民
が
、
機
織
一
台
に
つ
き
絹
一
疋
（
一
疋
＝
二
反
）、

都
合
二
、四
一
〇
疋
の
旗
絹
を
供
出
し
た
。
こ
の
臨
時
の
旗
絹
上
納
が
い
つ
の
こ
ろ

か
定
例
化
し
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
は
物
納
か
ら
金
納
に
代
わ
り
、
明
暦
二

年
（
一
六
五
六
）
に
は
追
徴
分
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
近
世
を
通
じ
て
存
続
し
て
い

る
）
5
（

。

　

桐
生
領
民
に
と
っ
て
、
こ
の
旗
絹
の
献
上
の
由
緒
は
呪
文
的
常
套
語
で
あ
り
、
領

内
に
何
か
問
題
が
生
じ
る
と
「
恐
れ
な
が
ら
桐
生
領
の
儀
は
権
現
様
以
来
御
吉
例
の

地
」
と
冒
頭
し
て
上
訴
す
る
と
さ
れ
る
）
6
（

。
幕
末
期
に
桐
生
の
絹
市
場
が
足
利
に
押
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
彦
部
知
行
は
、
こ
の
旗
絹
供
出
の
由
緒
を
前
面
に
た

て
て
、
桐
生
領
内
の
絹
業
者
に
働
き
か
け
、
そ
の
団
結
を
促
し
、
桐
生
市
場
を
保
護

す
る
よ
う
幕
府
側
へ
訴
え
出
て
い
る
。

　

こ
の
桐
生
領
五
四
ヶ
村
に
よ
る
旗
絹
献
上
の
由
緒
は
、
異
同
が
あ
り
な
が
ら
も
桐

生
領
内
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
保
十
一
年
三
月
大
間
々
糸
絹
市
由

来
）
7
（

に
「
桐
生
領
五
拾
四
ヶ
村
之
儀
ハ
、
天
正
年
中
よ
り
御
旗
絹
奉
二
献
上
一
候
御
吉
例

之
地
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
、ま
た
天
保
八
年
十
一
月
桐
生
絹
買
織
屋
議
定
書
）
8
（

に
は
「
桐

生
領
織
物
之
儀
者
、
乍
レ
恐
東
照
宮
様
御
吉
例
之
地
ニ
而
、以
二
御
神
徳
一
繁
昌
致
、従
二

古
来
一
於
二
桐
生
新
町
一
ニ
売
買
致
来
候
」
と
み
え
る
。
こ
う
し
た
伝
統
的
な
上
納
に

よ
り
元
禄
十
一
年
の
改
判
料
取
止
、
宝
暦
十
年
の
糸
絹
運
上
取
消
、
天
明
元
年
貫
目

改
所
設
置
中
止
と
い
っ
た
特
典
を
幕
府
に
要
求
し
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
彦
部
家
の
宝
暦
十
三
年
の
由
緒
書
上
に
載
せ
ら
れ
た
旗
絹
の
献
上
は
、
桐

生
領
で
共
有
さ
れ
る
「
村
の
由
緒
」
で
あ
り
、
献
上
に
よ
り
幕
府
か
ら
産
業
を
保
護

さ
れ
、
桐
生
領
五
四
ヶ
村
と
い
う
枠
組
み
で
の
絹
織
物
産
業
の
活
動
を
助
成
す
る
機

能
を
果
た
し
て
い
た
。

　

彦
部
家
を
め
ぐ
る
、
武
士
と
し
て
の
来
歴
と
戦
国
大
名
由
良
氏
か
ら
の
知
行
地
の

宛
行
と
い
う
「
家
の
由
緒
」
は
、
除
地
と
郷
士
身
分
の
獲
得
を
も
た
ら
し
、
村
内
に

お
け
る
領
主
的
立
場
の
獲
得
・
保
持
に
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
桐
生
領
五
四
ヶ
村
よ

り
家
康
へ
の
旗
絹
献
上
と
い
う
「
村
の
由
緒
」
は
、
絹
織
物
産
業
の
運
営
を
円
滑
な

ら
し
め
る
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、「
家
の
由
緒
」「
村
の
由
緒
」
は
そ
の
機
能
の
面

か
ら
も
区
別
で
き
る
。

　

こ
の
機
能
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
彦
部
家
に
は
い
さ
さ
か
分
析
に
困
る
由
緒
に
関

わ
る
活
動
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
が
足
利
将
軍
家
の
旧
臣
の
家
柄
と
い
う
由
緒
か
ら
、

足
利
義
輝
の
子
孫
会
津
藩
士
坂
本
家
の
従
臣
と
な
る
旧
臣
活
動
で
あ
る
。

　

彦
部
氏
は
宝
暦
年
間
以
降
、
旧
足
利
将
軍
家
の
家
臣
と
し
て
、
会
津
藩
坂
本
氏
・

足
利
鑁
阿
寺
・
足
利
旧
家
臣
と
い
っ
た
人
々
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
る
が
、
こ
の

旧
足
利
家
臣
と
い
う
由
緒
に
つ
い
て
は
、
国
を
越
え
て
よ
り
広
汎
な
連
携
を
構
築
し

て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
彦
部
家
の
活
動
に
如
何
な
る
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
か
、

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
す
で
に
下
広
沢
村
の
歴
代
領
主
よ
り
除
地
と
郷
士
身
分

は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
足
利
将
軍
家
旧
臣
と
い
う
「
家
の
由
緒
」
に
関
連
し
た

活
動
に
如
何
な
る
意
義
が
存
在
す
る
の
か
は
、
一
見
し
て
不
明
な
の
で
あ
る
。

❷
会
津
藩
士
坂
本
家
と
の
旧
臣
関
係

　

彦
部
家
は
先
に
示
し
た
よ
う
に
足
利
将
軍
家
の
側
近
の
家
柄
を
称
し
て
い
た
。
そ

の
た
め
足
利
将
軍
家
の
末
裔
を
称
す
る
会
津
藩
士
坂
本
家
の
旧
臣
と
し
て
活
動
す

る
。
彦
部
家
と
坂
本
家
と
の
関
係
が
確
認
さ
れ
る
の
は
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
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頃
か
ら
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
文
政
五
年
・
文
政
十
一
年
・
天
保
三
年
の
坂
本
家
と

彦
部
家
の
交
流
記
録
（
1
1
4
、
後
述
）
に
は
、
朱
書
で

宝
暦
十
一
辛
巳
年
四
月

坂
本
学
兵
衛
義
辰
君
応

、
足
利
江
為
二
御
仏
参
一
御
出
張
、
四
月
十
五
日
彦
部
昌
信

御
目
通
、品
々
拜
領

物
有
レ
之
、
御
肴
料
之
外
、
乗
鞍
壱
乗
献
上
、
此
時
、

弥
三
郎
信

九
十
壱
才
・
五
兵
衛
昌
信
四
十
四
才
・
専
三
郎
至
輔
二
十
八
才

と
覚
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
が
、【
4
】【
5
】
四
月
十
七
日

彦
部
昌
信
宛
鑁
阿
寺
千
手
院
満
慶
書
状
（
坂
本
家
由
緒
書
上
、
3
2
2
）
で
あ
る
。

【
4
】
鑁
阿
寺
千
手
院
満
慶
書
状

（
包
紙
）「
宝
暦
十
一
年
辛
巳
年
四
月
、坂
本
公
足
利
江
御
参
詣
之
節
、相
伝
鞍
一
乗
献
―二
上
之
一
、

千
手
院
満
慶
法
印
執
―二

計
之
一
、」

（
端
裏
書
）「
口
演
」

能
御
念
入
候
御
紙
之
趣
、
委
曲
拝
見
仕
候
、
左
御
座
候
得
者
、
此
度
乗
鞍
一
口
、

大
日
宝
前
へ
御
奉
納
被
レ
成
度
之
由
、
愚
院
へ
此
段
取
計
給
候
様
被
二
仰
越
一
、
承

知
仕
、
即
刻
入
二
御
覧
一
ニ
候
得
者
、
殊
之
外　

御
褒
美
被
レ
遊
、
九
十
一
歳
之

弥
三
郎
ニ
孫
栄
太
郎
ニ
似
せ
申
度
、
致
二
帰
国
一
候
ハ
ヽ
、
拵
申
付
、
栄
太
郎
乗

鞍
ニ
致
さ
せ
可
レ
申
候
と
被
レ　

仰
、
会
津
へ
御
持
参
被
レ
成
候
、
貴
様
之
御
心
底

案
知
仕
、
愚
老
方
よ
り
此
段
申
上
候
、
左
様
思
召
可
レ
被
レ
下
候
、
心
事
期
二
面
謁
一

候
、
頓
首
、

　

卯
月
十
七
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
手
院

　
　

彦
部
五
郎
兵
衛
様
参

【
5
】
鑁
阿
寺
千
手
院
満
慶
書
状

（
包
紙
）「
足
利
千
手
院　

彦
部
五
兵（昌
信
）衛様　

貴
報
」

二
白　

明
日
ハ
天
気
も
宜
、
御
出
府
目
出
度
御
帰
国
可
レ
被
レ
成
候
、
以
上
、

御
紙
筆
忝
致
二
拝
見
一
候
、如
二
手
筈
一
一
昨
日
者
、御
出
被
レ
成
、御
目
見
首
尾
能
、

其
上
御
懇
之　

上
意
被
レ
為
レ
蒙
レ　

仰
、
恐
悦
至
極
、
品
々
御
拝
領
、
難
レ
有

被
二
思
召
一
候
段
、
御
尤
奉
レ
存
候
、
依
レ
之
御
機
嫌
為
二
御
窺
一
、
御
出
可
レ
被
レ
成

候
被
二
思
召
一
候
所
、
急
御
用
ニ
而
、
明
日
御
出
府
被
レ
成
候
之
由
、
被
二
仰
越
一
、

　

御
前
江
右
之
段
啓
達
奉
二
申
上
一
候
、
左
様
思
召
可
レ
被
レ
下
候
、
此
間
者
、
始

而
御
出
之
所
、
取
込
罷
有
、
麁
末
之
至
、
真
実
御
免
被
レ
下
候
、
明
日
ハ
天
気

も
快
晴
ニ
而
、
御
発
駕
奉
二
恐
縮
一
候
、
今
日
者
為
二
御
発
駕
之
御
祝
儀
一
、
雲
鳥

十
疋
被
二
送
申
一
奉
二
受
納
一
候
、
御
面
期
二
万
賀
之
余
慶
一
居
候
間
、
好
時
待
レ
之
、

恐
々
謹
言
、

　

卯
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
慶
（
花
押
）

　
【
4
】は
、「
乗
鞍
一
口
、
大
日
宝
前
へ
御
奉
納
」
し
た
礼
状
で
あ
り
、
そ
の
鞍
は
「
会

津
へ
御
持
参
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
坂
本
義
応
へ
の
進
物
で
あ
っ
た
。
ま
た

【
5
】で
は
「
手
筈
の
ご
と
く
一
昨
日
（
十
五
日
）
は
、
御
出
な
さ
れ
、
御
目
見
首
尾

よ
く
、そ
の
上
御
懇
の
上
意
の
仰
せ
」を
蒙
っ
た
こ
と
、ま
た
そ
の
際
、「
品
々
御
拝
領
」

し
た
こ
と
に
つ
い
て
彦
部
昌
信
（
五
兵
衛
）
が
有
り
難
く
思
っ
て
お
り
、そ
れ
を
「
ご

も
っ
と
も
」
な
こ
と
だ
と
満
慶
は
評
し
て
い
る
。

　

内
容
か
ら
し
て
、
こ
の
二
通
の
書
状
は
鑁
阿
寺
千
手
院
学
頭
満
慶
が
彦
部
昌
信
へ

宛
て
て
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
二
通
と
も
十
五
日
の
御
目
見
の
直
後
に
、

彦
部
昌
信
が
出
し
た
礼
状
へ
の
返
報
で
あ
ろ
う
。
満
慶
は
『
足
利
市
史
上
）
9
（

』
に
よ
る

と
、
鑁
阿
寺
寺
務
学
頭
第
三
二
世 

明
和 

安
永
（
一
七
六
四
〜
一
七
八
〇
）
と
あ
り
、

ま
た
同
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
十
一
月
二
十
四
日
没
（
鑁

阿
寺
山
越
忍
隆
氏
の
ご
教
授
に
よ
る
）
で
あ
る
。

　

交
流
記
録
の
朱
書
・【
4
】【
5
】の
内
容
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
宝
暦
十
一
年
四
月

に
坂
本
義
応
は
鑁
阿
寺
へ
参
詣
し
、
十
五
日
に
千
手
院
満
慶
を
仲
介
と
し
て
、
旧
臣

た
る
彦
部
信

・
信
昌
・
至
輔
と
御
目
見
し
、
坂
本
義
応
か
ら
御
懇
の
上
意
が
あ
り

贈
答
品
が
下
さ
れ
、
彦
部
家
か
ら
は
乗
鞍
一
口
が
献
上
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
翌

日
に
彦
部
昌
信
が
御
機
嫌
伺
に
参
上
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
急
遽
、
江
戸
へ
出
府

す
る
こ
と
に
な
り
、
手
紙
で
挨
拶
を
済
ま
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
【
5
】で
満
慶
は
「
こ
の
間
は
、
始
て
御
出
の
と
こ
ろ
、
取
り
込
み
罷
り
有
り
、
麁

末
の
至
り
、
真
実
ご
免
下
さ
れ
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
彦
部
昌
信
は
こ
れ
が
初
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め
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彦
部
家
と
坂
本
家
の
交
流
に
は
、
終
始
、
鑁
阿
寺

が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
信
昌
が
始
め
て
同
寺
を
訪
問
し
坂

本
義
応
に
御
目
見
し
た
宝
暦
十
一
年
頃
か
ら
、
旧
臣
関
係
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

彦
部
家
が
主
家
に
仰
い
だ
坂
本
家
は
、（
坂
本
家
）
由
緒
書
上
（
1
1
6
―
1
）

中
の
「
足
利
家
御
由
緒
并
当
（
保
科
家
）家被

二
召
出
一
候
次
第
」
に
よ
る
と
、
足
利
将
軍
義
昭

に
つ
な
が
る
家
柄
で
、
義
邵
の
時
に
坂
本
を
名
乗
り
、
元
禄
三
年
五
月
に
会
津
藩
主

保
科
正
容
に
招
か
れ
、
二
〇
人
扶
持
・
無
役
で
同
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た
と
い
う
。
寛

政
三
年
四
月
坂
本
家
由
緒
書
な
ど
に
よ
り
近
代
ま
で
の
坂
本
家
の
家
系
を
示
し
て
お

く
。（
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
は
他
の
資
料
よ
り
追
記
）

足
利
義
昭
―
一
色
義
高
―
義
房
―
坂
本
義よ
し
あ
き邵
―
義
応
（
馮
）
―
義よ
し
は
る辰
―
義
知
―
義
続

―
義
広
―
義
寿

　
『
会
津
藩
家
世
実
記
七
）
10
（

』
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
二
月
十
六
日
条
の
坂
本
学

兵
衛
（
義
邵
）
病
死
記
事
に
よ
る
と
、「
学
兵
衛
者
、
足
利
将
軍
義
昭
公
之
子
一
色

筑
後
義
房
之
二
男
」
と
、
足
利
将
軍
家
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
が
会
津
藩
側
の
史
料
に

も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
仕
官
し
た
後
、
聞
番
・
新
知

一
五
〇
石
を
経
て
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
四
月
、
先
祖
の
筋
目
と
年
来
の
勤
功

に
よ
り
「
御
側
之
列
御
書
簡
并
御
客
御
応
答
」
と
な
り
、
追
々
加
増
さ
れ
て
享
保

十
一
年
に
は
禄
五
〇
〇
石
に
至
っ
て
い
る
。
こ
と
に
正
徳
三
年
、
藩
主
保
科
正
容
が

将
軍
の
理
髪
役
を
勤
め
た
際
に
は
、
将
軍
家
の
作
法
を
伝
授
し
、
ま
た
継
嗣
正
邦
の

鎧
初
め
の
儀
式
を
取
り
仕
切
る
な
ど
、
諸
礼
故
実
に
堪
能
で
、
か
つ
正
容
の
所
望
に

よ
り
足
利
義
政
所
用
の
具
足
を
献
上
し
た
り
、
先
祖
伝
来
の
弓
道
を
正
容
に
伝
授
す

る
な
ど
、
足
利
将
軍
家
の
末
裔
と
し
て
の
立
場
が
、
義
邵
の
藩
内
の
地
位
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
同
元
禄
四
年
六
月
二
十
八
日
条
で
は
、
義
邵
が
神
道
家
吉
川
惟
足
の
門
弟
で

あ
る
こ
と
、
同
七
年
八
月
六
日
条
で
は
、
藩
主
正
容
が
古
書
を
探
求
し
た
際
、
義
邵

が
そ
れ
に
応
じ
て
所
持
し
て
い
た
「
寛
平
遺
戒
・
宗
長
日
記
・
新
国
史
」
を
供
出
し

て
い
る
こ
と
、
享
保
三
年
正
月
二
十
八
日
条
で
は
御
軍
事
方
勤
・
御
兵
器
并
役
人
支

配
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
み
え
て
お
り
、
神
道
学
・
兵
学
な
ど
の
学
問
に

通
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
坂
本
家
は
足
利
将
軍
家
の
後
胤
と
い
う
由
緒
を
も

ち
、
か
つ
学
識
を
も
っ
て
仕
え
る
家
柄
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
彦
部
家
は
自

家
の
歴
史
を
探
る
に
当
た
り
、
坂
本
義
知
に
史
料
の
抜
書
き
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、

彦
部
家
が
坂
本
家
と
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
坂
本
家
の
学
識
へ
の

尊
敬
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

前
掲
交
流
記
録
の
朱
書
覚
書
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
鑁
阿
寺

で
彦
部
一
族
が
御
目
見
し
た
の
は
、
義
邵
の
子
義
応
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
記

事
で
は
、
初
め
に
義
邵
の
孫
義
辰
と
書
き
、
そ
れ
を
義
応
に
訂
正
し
て
い
る
の
で
、

義
応
に
比
定
す
る
の
に
は
、
や
や
不
安
が
あ
る
。『
会
津
藩
家
世
実
記
』
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
五
月
十
九
日
条
に
は
「
坂
本
学
兵
衛
依
レ
願
御
役
御
免
」
記
事
が
あ
り
、

同
人
は
宝
暦
九
年
よ
り
御
用
人
を
勤
め
て
い
た
が
、「
近
頃
病
身
之
上
、
春
中
よ
り

中
風
之
気
ニ
て
難
渋
」
の
た
め
御
役
御
免
を
願
い
出
た
と
い
う
。
一
方【
4
】で
は
、

彦
部
家
よ
り
献
上
さ
れ
た
鞍
を
孫
栄
太
郎
用
に
す
る
旨
に
言
及
し
て
お
り
、
や
は
り

高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
世
代
か
ら
す
る
と
、
宝
暦
十
三
年
に
彦
部
家
三
代

が
御
目
見
し
た
の
は
義
応
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
坂
本
家
と
彦
部
家
の
仲
介
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
の
が
鑁
阿
寺
で
あ
り
、

『
足
利
市
史
上
』
の
鑁
阿
寺
什
宝
の
一
覧
に
は
坂
本
家
よ
り
の
寄
贈
品
と
さ
れ
る
も

の
が
多
数
み
え
、
坂
本
家
と
同
寺
の
関
係
の
深
さ
が
確
認
さ
れ
る
。

山
桜
絵
（
梅
雲
為
信
筆
）
坂
本
家
寄
進

伽
羅
花
生
（
足
利
家
伝
来
）
坂
本
義
馮
寄
進

不
動
小
剣
（
三
条
宗
近
作
）
坂
本
家
寄
進

鬚
切
丸
（
源
家
相
伝
宝
刀
）
坂
本
家
寄
進

日
月
之
太
刀
（
源
盛
高
作
）
坂
本
家
寄
進
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左
文
字
刀
（
尊
氏
将
軍
所
用
）
坂
本
家
寄
進

落
葉
陣
刀
（
家
俊
作
）
坂
本
家
寄
進

詩
歌
帖
（
光
明
皇
后
等
）
坂
本
義
知
寄
進

朗
詠
詩
歌
集
（
本
阿
弥
光
悦
筆
）
坂
本
家
寄
進

不
動
尊
（
源
家
祈
念
仏
）
坂
本
義
辰
寄
進

　

寄
進
主
と
し
て
義
馮
（
応
）・
義
辰
・
義
知
の
三
代
の
名
前
が
み
え
、
少
な
く
と

も
義
応
の
代
か
ら
鑁
阿
寺
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。な
お
前
掲『
会

津
藩
家
世
実
記
』
の
義
邵
病
死
記
事
に
は
、
正
容
か
ら
「
従
二
後
醍
醐
天
皇
一
尊
氏
江

被
レ
下
候
日
月
日
之
刀
と
申
伝
候
盛
吉
之
陣
刀
一
腰
」
と
刀
一
腰
が
義
邵
に
下
賜
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
坂
本
家
寄
進
と
あ
る
日
月
之
太
刀
（
源
盛
高
作
）
に
相
当
す
る

で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
宝
暦
十
一
年
の
御
目
見
の
坂
本
義
応
は
、明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

五
月
に
隠
居
し
て
い
る
が
、【
6
】坂
本
義
辰
書
状
に
よ
る
と
、
義
辰
は
彦
部
至
輔
へ

麻
裃
を
贈
っ
て
い
る
。
坂
本
家
か
ら
彦
部
家
へ
の
裃
の
下
賜
は
、【
7
】満
慶
書
状
に

よ
る
と
、「
御
家
名
筋
の
面
々
何
方
へ
も
、
参
り
申
さ
ず
、
そ
こ
元
様
へ
計
り
下
し

置
か
れ
た
」
と
あ
り
、
他
の
旧
家
臣
ら
と
は
別
格
の
優
遇
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
裃
と

い
う
身
分
表
象
物
の
付
与
と
、
そ
れ
に
よ
る
身
分
の
証
明
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
満
慶
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
十
一
月
に
死
去
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に

は
彦
部
家
を
筆
頭
と
す
る
旧
家
臣
組
織
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

【
6
】
坂
本
義
辰
書
状
（
3
3
2
）

舟
給
忝
存
候
、
寒
冷
弥
増
候
得
共
、
弥
御
無
為
御
座
候
由
珍
重
御
事
存
候
、
拙

者
無
二
異
儀
一
、
罷
在
候
間
、
御
案
意
可
レ
給
候
、
随
而
麁
相
成
麻
上
下
令
二
進

入
一
候
処
、被
レ
入
二
御
念
一
御
紙
面
忝
存
候
、右
御
反
如
レ
此
御
座
候
、恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
学
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

十
月
八
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
辰
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

彦
部
専
三
郎
殿

【
7
】
鑁
阿
寺
学
頭
千
手
院
満
慶
書
状
（
3
3
2
）

二
白　

会
津
坂
本
公
よ
り
足
利
家
御
紋
御
上
下
一
具
御
手
前
様
へ
、
御
家
名

筋
之
面
々
何
方
へ
茂
、
参
り
不
レ
申
、
其
元
様
へ
計
り
被
二
下
置
一
、
御
家
之
御

重
器
ニ
可
レ
被
レ
成
候
、
封
之
儀
差
越
申
候
、
此
者
儀
ハ
、
去
秋
中
両
度
使

ニ
差
越
申
候
大
川
甚
八
与
申
者
、
御
家
来
筋
、
足
利
七
騎
之
内
御
座
候
、
当

秋
中
愚
老
ニ
承
御
預
ケ
之
足
利
家
御
代
々
ノ
御
宝
物
、
可
レ
参
候
、
此
者
御

し
ら
せ
ニ
遣
可
レ
申
候
、
私
方
迄
御
出
御
拝
覧
可
レ
成
候
、
以
上
、

尚
々
老
衰
悪
筆
御
免
可
レ
被
レ
下
、
御
参
見
奉
レ
希
候
、
御
返
事
ハ
御
容
捨

可
レ
被
レ
下
候
、
以
上
、

一
筆
啓
上
候
、
未
余
寒
退
兼
可
レ
申
候
得
共
、
御
揃
御
安
全
御
越
年
、
千
鶴
万

亀
目
出
度
奉
レ
賀
候
、
当
方
拙
守
儀
、
八
十
三
齢
ニ
而
、
無
二
異
事
一
加
レ
年
候
、

御
賢
意
安
被
二
思
召
一
可
レ
被
レ
下
候
、先
新
春
之
御
祝
儀
申
上
度
、進
二
愚
札
一
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鑁
阿
寺
学
頭
千
手
院

　
　
　
　
　

二
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
慶
（
花
押
）

　
　
　

彦
部
専
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

　

こ
の
坂
本
氏
と
彦
部
家
が
よ
り
密
接
と
な
る
の
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
頃

以
降
と
想
定
さ
れ
る
。
彦
部
家
に
は

A
文（
一
八
二
二
）

政
五
年
十
月　

坂
本
公
江
戸
御
屋
鋪
勤
御
参
勤
之
扣

B
文
政
十
一
年
子戊
年
五
月
六
日
御
着
、

同
十
四
日
御
出
立

坂
本
公
足
利
御
参
詣
之
扣

C
天（
一
八
三
二
）

保
三
年
辰
年
四
月　

坂
本
公
江
戸
御
勤
番
ニ
付
御
目
通
ニ
罷
出
候
扣

と
表
紙
書
さ
れ
た
記
録
（
1
1
4
）
が
あ
り
、
A
は
、
文
政
五
年
十
月
の
坂
本
義
知

の
江
戸
出
府
・
勤
番
に
際
し
て
、
彦
部
栄
太
郎
（
後
の
一
〇
代
知
行
）
が
義
知
邸
へ

御
機
嫌
伺
い
に
参
上
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
義
知
の
近
年
中
の

菩
提
寺
鑁
阿
寺
・
氏
神
樺
崎
神
社
へ
の
参
詣
の
希
望
を
聞
き
、
そ
の
際
の
協
力
を
約

束
し
て
い
る
。
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そ
の
計
画
が
実
現
し
た
際
の
記
録
が
B
で
、
こ
の
際
、
彦
部
氏
は
足
利
旧
臣
の
ま

と
め
役
と
し
て
、出
迎
え
・
御
目
見
・
御
送
り
と
そ
の
儀
式
に
奔
走
し
て
い
る
。
C
は
、

再
度
、
坂
本
義
知
の
勤
番
出
府
の
際
の
記
録
で
あ
る
。
当
時
、
九
代
信
有
は
、
す
で

に
隠
居
し
て
江
戸
に
活
動
の
場
を
移
し
て
お
り
、
一
〇
代
栄
太
郎
は
じ
め
兄
弟
三
人

が
、
義
知
邸
に
御
機
嫌
伺
い
に
参
じ
、
さ
ら
に
五
月
二
十
一
日
、
隠
居
し
て
い
た
江

戸
の
信
有
邸
に
坂
本
家
の
家
臣
を
迎
え
て
接
待
し
て
い
る
。こ
う
し
た
忠
勤
に
よ
り
、

信
有
宅
訪
問
の
あ
っ
た
翌
々
日
、栄
太
郎
へ
義
知
の
名
乗
り
の
一
字
「
知
」
を
与
え
、

そ
の
御
墨
付
と
、
兄
弟
の
善
行
・
教
道
を
賞
す
る
感
状
を
給
付
す
る
旨
が
言
い
渡
さ

れ
た
。

【
8
】
坂
本
義
知
一
字
書
出
（
3
2
2
）
11
（

）

給
知
之
一
字

　
　
　
　
　

知
行

　
　
　
　

坂
本
学
兵
衛

　
　

五
月
二
十
四
日　

義
知
（
花
押
）

　
　
　

彦
部
栄
太
郎
殿

【
9
】
坂
本
義
知
感
状
（
3
2
2
）

其
元
家
内
和
順
致
、
別
而
弟
共
善
行
之
由
承
候
、
畢
竟
教
道
行
為
之
義
、
奇
特

成
事
ニ
候
、
依
レ
之
、
給
二
知
之
一
字
一
候
間
、
別
紙
之
通
可
レ
被
レ
致
候
、

　
　
　
　

坂
本
学
兵
衛

　
　

五
月
廿
四
日　

　

義
知
（
花
押
）

　
　
　

彦
部
栄
太
郎
殿

　

こ
の
一
字
拝
領
に
つ
き
前
掲
交
流
記
録
C
で

一
、（
天
保
三
年
五
月
）廿
三
日
九
つ
時
、
御
機
嫌
窺
ニ
出
ル
、
旦
那
被
二
伝
聞
一
候

者
、
旧
臣
多
キ
中
ニ
、
其
方
之
家
程
、
先
代
よ
り
忠
儀
を
心
懸
候
者
無
レ
之
、

此
度
茂
我
等
出
府
ニ
付
、
抛
二
万
事
一
、
親
数
馬
始
兄
弟
三
人
、
替
々
罷
出
、

見
舞
甚
忠
臣
之
程
、
感
入
候
、
殊
ニ
家
内
和
順
之
由
、
及
レ
聞
末
憑
敷
候
、

依
レ
之
我
等
名
乗
り
之
知
之
一
字
を
可
レ
遣
ス
間
、
是
よ
り
可
レ
改
二
知
行
一
与

由
、
被
二
仰
渡
一
候
、
右
御
礼
御
請
申
、
夜
五
つ
半
時
帰
宿
、

一
、
廿
四
日
昼
、
七
つ
時
暇
乞
ニ
出
ル
、
其
節
御
感
状
并
ニ
名
乗
之
御
墨
付
共
ニ
、

二
通
頂
戴
、
五
つ
半
時
帰
宿
、

と
記
録
し
て
い
る
。こ
の
一
字
拝
領
に
あ
た
っ
て
坂
本
家
か
ら
は
、「
旧
臣
多
き
中
に
、

そ
の
方
の
家
程
、
先
代
よ
り
忠
儀
を
心
が
け
候
者
こ
れ
無
し
」
と
言
い
渡
さ
れ
て
お

り
、
坂
本
家
は
極
め
て
高
く
彦
部
家
の
忠
勤
を
評
価
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
が【
8
】

【
9
】の
一
字
拝
領
と
感
状
の
下
賜
で
あ
っ
た
。
坂
本
家
と
彦
部
家
の
蜜
月
関
係
の
表

現
が
一
字
拝
領
・
感
状
下
賜
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
に
先
代
、
つ
ま
り
九
代
信
有
か
ら

の
奉
公
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

会
津
藩
士
坂
本
家
と
彦
部
家
の
旧
臣
関
係
は
、
鑁
阿
寺
を
媒
介
と
し
て
六
代
信

の
宝
暦
頃
よ
り
は
じ
ま
り
、
幕
末
文
政
・
天
保
期
の
九
代
信
有
・
一
〇
代
知
行
の
時

に
、
そ
の
関
係
が
飛
躍
的
に
密
接
に
な
っ
た
。

❸
旧
臣
家
活
動
の
背
景

　

前
掲
交
流
記
録
に
よ
れ
ば
、
坂
本
義
知
は
彦
部
家
が
「
万
事
を
な
げ
う
ち
、
親
数

馬
を
始
め
兄
弟
三
人
、
替
々
罷
り
出
」、
江
戸
の
坂
本
宅
へ
見
舞
に
参
じ
た
こ
と
を

評
価
し
て
い
る
。
兄
弟
た
ち
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
は
絹
織
物
業
経
営
に
多

忙
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
う
し
た
中
で
の
参
府
・
見
舞
で
あ
り
、
義
知
も
そ
の
点
を

踏
ま
え
て
感
謝
を
表
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
坂
本
家
と
の
交
際
に
は
多
額
の
出
費
が
必
要
で
、
B
文
政
十
一
年
の
御
目

見
に
あ
た
っ
て
は
坂
本
義
知
へ
は
菓
子
代
金
千
疋
、
そ
の
重
臣
へ
は
合
わ
せ
て
四
百

疋
と
い
っ
た
贈
答
が
連
日
な
さ
れ
、
C
一
字
拝
領
に
あ
た
っ
て
は
金
二
両
が
献
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
個
々
の
交
際
の
場
で
金
銭
が
献
上
さ
れ
て
い
る
他
、
宝
暦
・

安
永
頃
、
江
戸
の
会
津
藩
邸
が
類
焼
し
た
際
に
は
、
同
藩
士
等
に
寸
志
金
の
供
出
が

命
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
苦
心
し
た
坂
本
氏
は
、
鑁
阿
寺
に
助
力
を
求
め
、
こ
れ
に
応
じ

て
鑁
阿
寺
満
慶
は
旧
臣
中
へ
無
尽
助
成
を
依
頼
し
て
い
る
）
12
（

。
こ
の
際
、
彦
部
至
輔
は
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一
口
一
両
を
出
資
し
て
お
り
、こ
う
し
た
臨
時
の
出
資
に
も
応
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

旧
臣
と
し
て
坂
本
家
と
交
際
し
つ
な
が
り
を
深
め
て
ゆ
く
た
め
、
彦
部
家
は
多
額

の
出
費
を
要
し
、
か
つ
情
熱
を
注
い
で
い
た
。
そ
の
成
果
の
か
た
ち
が
一
字
拝
領
・

感
状
下
賜
で
あ
る
が
、
彦
部
家
が
多
大
な
労
力
と
資
金
を
投
じ
て
、
旧
臣
関
係
を
深

め
て
い
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
家
の
由
緒
」「
村
の
由
緒
」
の
よ
う

な
、
そ
れ
を
主
張
し
て
ゆ
く
際
の
目
的
は
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
坂
本
家
と
の
関

係
構
築
に
最
も
積
極
的
で
あ
っ
た
九
代
信
有
・
一
〇
代
知
行
の
活
動
全
体
に
注
目
し

て
み
た
い
。

　

彦
部
知
行
は
黒く
ろ
じ
ゅ
す

繻
子
織
を
開
発
し
て
桐
生
織
物
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
き
『
桐
生
織
物
史 

上
）
13
（

』
で
は
、「
桐
生
で
黒
繻
子
を
初
め

て
織
出
し
た
の
は
、
広
沢
村
（
山
田
郡
）
彦
部
五
兵
衛
で
あ
る
。（
中
略
）
通
称
は

栄
太
郎
、
諱
は
知
行
、
別
に
草
野
竹
林
舎
等
の
雅
号
が
あ
る
。
父
信
有
に
就
い
て
、

染
色
の
術
を
学
び
、
後
、
山
藤
政
八
と
共
に
京
都
に
出
で
、
西
陣
の
織
屋
に
入
り
て
、

織
染
の
術
を
究
め
、
帰
来
特
に
黒
色
染
に
つ
い
て
研
究
す
る
所
あ
つ
て
、
文
政
九
年

遂
に
黒
繻
子
を
織
り
出
し
た
」
と
し
、
黒
繻
子
織
の
開
発
が
本
場
西
陣
の
技
術
を
取

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
父
信
有
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
た
こ
と
、

つ
ま
り
黒
繻
子
織
は
、
親
子
の
共
同
開
発
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
じ
く
桐
生
織
物
の
発
展
の
契
機
と
さ
れ
る
金
襴
織
を
開
発
し
た
山
藤
政
八

に
つ
い
て
、「
桐
生
に
於
い
て
、
金
襴
の
創
織
者
は
、
下
野
国
足
利
郡
小
俣
村
字
根

岸
（
桐
生
市
隣
接
地
）
の
山
藤
政
八
と
い
ふ
人
で
あ
る
。
政
八
は
生
れ
て
聡
明
頴
悟
、

夙
に
機
業
に
志
し
、
傍
和
歌
を
好
み
、
広
沢
村
の
彦
部
数
馬
信
有
に
親
炙
し
て
、
交

情
父
子
の
如
く
、
或
は
和
歌
の
批
評
を
乞
ひ
、
或
は
染
色
を
学
び
、
偶
降
雨
連
日
に

及
び
渡
良
瀬
川
の
川
止
な
ど
に
遭
遇
す
る
時
は
、
同
家
に
宿
し
て
、
家
事
を
助
け
た
。

従
て
信
有
の
長
子
栄
太
郎
（
五
兵
衛
）
と
親
交
あ
り
、
相
語
ら
ひ
、
共
に
京
都
に
上

り
、
西
陣
の
織
屋
某
方
に
入
り
、
苦
心
惨
憺
、
茲
に
錦
繍
の
織
方
を
習
得
し
て
帰
郷

し
、
初
め
て
関
東
地
方
に
金
襴
織
を
出
す
に
至
っ
た
」
と
す
る
。
彦
部
信
有
・
知
行

親
子
と
信
有
の
薫
陶
を
受
け
た
山
藤
政
八
は
、
一
体
と
な
っ
て
桐
生
織
物
の
技
術
革

新
に
寄
与
し
、
織
物
産
業
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

桐
生
は
江
戸
中
期
ま
で
、
生
絹
・
紬
な
ど
の
半
製
品
の
生
産
地
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
西
陣
織
な
ど
の
原
料
と
し
て
京
都
に
納
入
し
て
い
た
。
つ
ま
り
原
料
生
産
に
止
ま

り
、
完
成
品
の
生
産
・
販
売
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
江
戸
後
期
、
完
成

品
生
産
へ
む
け
技
術
力
を
高
め
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に

京
都
西
陣
よ
り
高た
か
は
た機

が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
単
純
な
平
織
し
か
生
産
で
き
な
か
っ

た
の
に
、
こ
の
新
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
飛ひ

さ

や
紗
綾
・
縮
緬
・
龍
紋
・
紋も
ん

絽ろ

な
ど
の
高

級
絹
織
物
が
織
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
以
降
、

西
陣
の
紋
工
小
坂
半
兵
衛
が
、
桐
生
へ
先
染
紋
織
の
技
術
な
ど
先
進
技
術
を
も
た
ら

し
た
こ
と
に
よ
り
、
京
都
西
陣
へ
の
依
存
を
脱
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て

技
術
的
に
京
都
西
陣
の
技
術
を
習
得
し
独
自
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
桐
生

の
絹
織
物
産
業
は
京
都
西
陣
の
支
配
か
ら
脱
却
し
、
西
陣
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
関
東

で
の
地
位
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く）
14
（

。

　

彦
部
家
で
は
、
信
有
の
草
木
染
め
、
知
行
の
黒
繻
子
、
山
藤
政
八
の
金
襴
織
と
い

っ
た
技
術
を
獲
得
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
京
都
・
江
戸
と
い
っ
た
文
化
の
中
心
地

か
ら
先
進
技
術
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
方
向
性

は
、
桐
生
地
方
全
体
の
動
向
と
歩
調
を
同
じ
く
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

よ
う
。

　

文
化
・
文
政
期
に
は
、
彦
部
家
に
お
け
る
女
子
奉
公
人
の
数
が
急
激
に
増
加
し
て

お
り
、
こ
れ
は
糸
染
や
織
の
た
め
の
人
手
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
本
格
的
に
織
物
経

営
に
乗
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
15
（

。
工
藤
恭
平
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
符
号
す
る
よ
う

に
、
彦
部
家
の
土
地
譲
渡
・
金
融
関
係
の
証
文
は
、
天
保
期
が
ピ
ー
ク
を
な
し
て
お

り
、
そ
の
要
因
を
織
物
を
主
軸
と
す
る
商
品
経
済
の
活
発
化
に
求
め
て
い
る
）
16
（

。
つ
ま

り
は
、
絹
織
物
業
で
の
収
益
が
土
地
購
入
に
投
下
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
進
文
化

を
吸
収
し
、
自
己
の
も
の
と
し
て
高
め
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
、
彦
部
家
の
発
展
の
道
筋

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
点
は
、
営
利
活
動
の
み
な
ら
ず
文
芸
活
動
に
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
先
に
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も
引
用
し
た
よ
う
に
彦
部
信
有
・
知
行
、
山
藤
政
八
等
は
和
歌
な
ど
文
芸
の
習
得
に

非
常
に
積
極
的
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
桐
生
地
域
に
お
け
る
「
桐
生
国
学
」
の
隆

盛
が
あ
る
。
桐
生
新
町
と
そ
の
周
辺
の
村
々
の
人
々
、
こ
れ
は
主
に
絹
織
物
産
業
に

関
わ
っ
た
人
々
で
あ
る
が
、
彼
等
に
よ
る
国
学
研
究
が
盛
ん
で
、
宝
暦
・
明
和
の
頃

を
端
緒
と
し
、
文
化
・
文
政
・
天
保
期
に
全
盛
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
。
絹
織
物
産
業

に
関
わ
っ
て
財
を
成
し
た
人
々
は
、
当
代
屈
指
の
国
学
者
を
桐
生
へ
呼
び
込
み
、
そ

の
学
術
活
動
を
援
助
す
る
と
と
も
に
高
度
な
文
化
を
吸
収
し
、
黒
川
真
頼
の
よ
う
な

近
代
に
通
じ
る
国
学
者
を
生
み
出
す
ま
で
に
至
っ
て
い
る
）
17
（

。

　

彦
部
家
も
こ
う
し
た
桐
生
国
学
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
。『
群
馬
県
山
田
郡
誌
）
18
（

』

で
は
彦
部
信
有
を
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。
通
称
数
馬
、
槻
廼
舎
と
号
し
、
江
戸
で

清
水
浜
臣
・
大
寂
庵
立
綱
に
歌
文
を
学
び
、
後
に
橘
守
部
に
つ
い
た
。
ま
た
漢
方
医

学
を
佐
藤
方
定
に
、
本
草
経
学
を
大
館
貞
に
学
び
、
人
々
の
治
療
に
も
あ
た
っ
た
。

そ
の
著
書
に
『
槻
廼
舎
日
記
』『
信
有
家
集
』『
寿
守
乃
鏡
』
が
あ
る
。
同
じ
く
知
行

に
つ
い
て
は
、
通
称
栄
太
郎
、
草
野
・
竹
林
舎
・
松
広
斎
等
の
号
が
あ
り
、
詩
文
に

長
じ
、
文
墨
茶
人
な
ど
で
東
毛
に
足
を
運
ん
だ
人
の
多
く
は
、
知
行
の
許
に
立
ち
寄

っ
た
と
す
る
。
知
行
に
も
『
広
沢
古
事
談
』『
桐
生
の
里
ぶ
り
』
と
い
っ
た
著
書
が

知
ら
れ
て
い
る
。

　

信
有
は
隠
居
す
る
と
江
戸
に
住
み
、
文
芸
活
動
に
専
念
し
、
前
述
の
坂
本
家
臣
の

訪
問
を
受
け
る
の
も
こ
の
江
戸
の
住
居
で
あ
る
。
さ
ら
に
知
行
は
、
そ
の
子
守
信
を

昌
平
坂
学
問
所
に
入
れ
、
守
信
は
江
戸
町
奉
行
遠
山
景
元
に
仕
え
、
幕
臣
田
中
定
方

の
養
子
と
な
り
、
明
治
維
新
後
に
帰
郷
し
て
彦
部
家
を
継
い
で
い
る
。

　

彦
部
家
の
旧
臣
活
動
は
、
こ
う
し
た
産
業
・
文
化
な
ど
多
様
な
活
動
の
一
端
な
の

で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
坂
本
家
は
足
利
将
軍
家
の
末
裔
で
あ
り
、
会
津
藩
士
と

な
っ
た
義
邵
は
、
神
道
学
・
軍
学
を
も
っ
て
同
藩
に
仕
官
し
、
藩
主
正
容
に
将
軍
家

の
理
髪
の
儀
を
指
南
す
る
な
ど
故
実
に
通
じ
て
い
た
。
坂
本
家
は
、
家
柄
・
学
問
・

身
分
と
彦
部
家
の
憧
憬
に
値
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
ス
キ
ル
の
宝
庫
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
模
倣
し
吸
収
す
べ
き
も
の
が
揃
っ
て
い
た
。

　

彦
部
家
に
は
坂
本
家
の
由
緒
書
が
い
く
つ
か
書
写
・
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、そ
の
一

本
が
足
利
家
御
由
緒
覚
写（
1
1
6
―
2
）で
あ
る
。こ
の
坂
本
家
の
由
緒
書
の
写
し

が
彦
部
家
に
存
在
す
る
理
由
は
、
そ
の「
右
者
当
四
月
御
老
中
越
中（
松
平
定
信
）

守
様
よ
り
依
二

御
尋
一
、
坂
本
家
右
之
通
被
二
書
出
一
候
写
、
足
利
鑁
阿
寺
迄
被
レ
遣
候
を
、
尚
又
写

置
申
候
、
以
上
、
寛
政
三
辛
亥
年　

月
」
と
い
う
奥
書
か
ら
、
寛
政
三
年
四
月
に
老

中
松
平
定
信
の
命
に
よ
り
坂
本
家
（
義
辰
）
が
由
緒
書
を
作
製
し
、
そ
の
写
が
鑁
阿

寺
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
れ
を
ま
た
彦
部
家
が
同
年
中
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
書
写
し
た
の
は
、
時
期
的
に
彦
部
信
有
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
坂
本
家
由
緒
書
は
「
清
和
天
皇
皇
子
貞
純
親
王
後
胤
鎮
守
府
将
軍
八
幡
太
郎

源
義
家
」
か
ら
始
ま
り
自
身
に
至
る
系
譜
と
、「
従
二
足
利
家
一
相
伝
器
記
譲
物
類
扣
」

と
い
う
相
伝
の
宝
物
類
の
一
覧
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
系
譜+

宝

物
一
覧
と
い
う
形
式
で
あ
る
。

　

系
譜
に
添
え
ら
れ
た
宝
物
類
の
一
覧
は
、
自
家
の
家
系
の
正
当
性
を
示
す
物
証
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
例
え
ば
冒
頭
の
和
歌
・
太
刀
に

つ
い
て

と
京
都
で
焼
失
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
な
ど
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
証
拠
能
力

が
あ
る
の
か
疑
問
で
、
ま
た
そ
れ
ら
が
本
当
に
譲
与
さ
れ
、
相
伝
し
て
き
た
家
宝
で

あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
た
様
子
も
な
い
。
個
々
の
宝
物
に
は
証
拠
能
力
が
な
い
と

い
う
実
態
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
所
持
し
て
い
る
こ
と
」
そ
れ
自
体
に
意
味
が
あ

る
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
お
宝
」
の
一
覧
に
よ
る
由
緒
の
主

張
は
、
坂
本
義
辰
が
老
中
の
命
に
よ
っ
て
提
出
し
、
そ
の
後
、
何
ら
問
題
が
生
じ
て

　
　
清
和
天
皇
貞
純
親
王
江
被
レ
下
候

　
　

震（
晨
）筆      

御
製

一
、
和
歌　

　
　
　
　

壱
首

　
　
　
　
　
　
宝
永
年
中
於
二
京
都
一
焼
失
に
付
写
に
て
所
持
仕
候

源
氏
重
代

一
、
鬚
切
丸
太
刀　

　

壱
腰

　
　
　
　
　
　
同
断
に
付
相
州
綱
広
ニ
鬚
切
之
影
を
写
為
レ
打
候
太
刀
所
持
仕
候
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い
な
い
こ
と
か
ら
、
公
に
認
知
さ
れ
た
型
式
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
一
覧
で
列
挙
さ
れ
る
お
宝
に
対
し
、
1
で
言
及
し
た
彦
部
氏
宛
の
由
良

氏
の
宛
行
状
は
、
同
じ
由
緒
を
語
る
証
拠
で
は
あ
っ
て
も
取
り
扱
い
を
異
に
す
る
。

由
良
氏
の
宛
行
状
は
、
領
主
と
し
て
の
由
緒
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
で
、
家
譜

（
1
2
1
）
に
そ
れ
を
書
写
し
た
際
に
は
、
字
体
ま
で
正
確
に
謄
写
し
よ
う
と
努
力

し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
世
で
い
う
法
的
な
効
力
を
持
っ
た
写
し
で
あ
る
「
案
文
」
に

相
当
し
よ
う
。
彦
部
家
は
、
こ
の
宛
行
状
で
広
沢
郷
内
千
疋
を
給
付
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
こ
の
写
し
も
か
つ
て
は
、
知
行
地
を
宛
行
わ
れ
た
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
証
拠
と
し
て
、
機
能
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
世
文
書
に
こ
う
し
た
機
能
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
山
本
英
二
の
紹
介

し
た
甲
斐
の
依
田
氏
な
ど
に
よ
る
偽
文
書
の
作
成
に
通
じ
る
）
19
（

。
こ
の
偽
文
書
は
、
武

田
家
浪
人
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
機
能
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
証
文
と
し

て
機
能
さ
せ
よ
う
と
し
た
中
世
文
書
な
ど
と
、
所
持
し
て
い
る
宝
物
を
一
覧
で
示
す

よ
う
な
由
緒
の
主
張
の
仕
方
は
、
も
と
よ
り
機
能
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

文
政
十
一
年
三
月
の
坂
本
義
知
の
鑁
阿
寺
参
詣
の
際
に
は
、

一
、九
日
御
殿
様
、
大
日
前
御
宝
物
拝
見
、
則
大
日
堂
よ
り
畳
敷
旧
臣
残
ら
す

麻
裃
ニ
而
御
供
、
右
拝
見
相
済
、足
利
家
御
先
祖
よ
り
之
御
宝
物
、
御
持
参
被

レ
遊
、
此
度
旧
臣
之
面
ニ々
拝
見
被
二
仰
付
一
、
不
レ
残
本
堂
ニ
並
居
、
御
前
御

手
伝
か
ら
、

　

其
品御

系
図

後
醍
醐
天
皇
様
よ
り
給
り
候
御
綸
子（
旨
）　

三
通

同
御
製
和
哥

同
ア
カ
メ
ノ
扇
子

同
烏
扇

同
鎧
之
上
帯オ
ビ

其
外
種
々
拝
見　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
交
流
記
録
、
1
1
4
）

と
あ
る
よ
う
に
、
旧
臣
た
ち
は
裃
を
着
て
鑁
阿
寺
の
坂
本
義
知
の
許
へ
出
仕
し
、
殿

様
（
義
知
）
へ
供
し
て
本
尊
大
日
如
来
の
仏
前
で
宝
物
を
拝
見
し
、そ
れ
が
済
む
と
、

足
利
家
先
祖
よ
り
の
宝
物
の
拝
見
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
義
知
が
会
津
、

も
し
く
は
江
戸
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
お
披
露
目
の
た
め
に
足
利
へ
持
参
し
た
も
の
で
あ

り
、
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
・
同
和
歌
・
扇
子
な
ど
の
家
宝
を
、
自
ら
本
堂
へ
並
べ
て
拝

見
さ
せ
て
い
る
。

　

宝
暦
・
安
永
頃
の
彦
部
至
輔
宛
鑁
阿
寺
千
手
院
満
慶
書
状
で
は
、「
当
秋
ハ
御
（
坂
本
家
）家

之
御
什
宝
、
私
方
迄
御
預
ケ
之
思
召
ニ
而
、
被
レ
遣
候
筈
ニ
御
座
候
、
其
節
ハ
常
遣
し

大
川
甚
八
以
、
御
知
せ
可
二
申
上
一
間
、
其
節　

御
公
用
も
無
二
御
座
一
候
ハ
ヽ
、
御

光
駕
奉
レ
待
候
、
恐
々
謹
言
」（
七
月
二
十
八
日
付
、
3
3
2
）
と
あ
り
、
坂
本
家

の
家
宝
が
鑁
阿
寺
へ
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
実
現
し
た
際
に
は
、
お
知

ら
せ
す
る
の
で
見
に
来
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
坂
本
家
が
鑁
阿
寺
・
旧

臣
等
へ
資
金
的
助
成
を
申
請
し
て
い
た
際
の
音
信
で
あ
る
の
で
、宝
物
の
お
預
け
も
、

こ
れ
と
関
係
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
足
利
家
伝
来
の
宝
物
が
、
足
利
後
胤

坂
本
家
―
菩
提
寺
鑁
阿
寺
―
旧
臣
彦
部
家
を
む
す
び
つ
け
る
媒
介
と
な
っ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
、
そ
の
宝
物
と
し
て
の
価
値
が
相
応
に
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。

　

家
宝
を
列
挙
す
る
と
い
う
坂
本
家
の
由
緒
書
上
の
ス
タ
イ
ル
を
、
彦
部
家
で
も
採

り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彦
部
信
有
が
鑁
阿
寺
の
大
井
甚
蔵
へ
送
っ
た
書
状
で
知
ら

れ
る
【
10
】。
す
な
わ
ち
、
老
中
松
平
定
信
に
坂
本
義
辰
が
由
緒
書
を
上
申
し
た
同

年
九
月
、
自
家
の
家
筋
を
詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
に
坂
本
家
よ
り
指
示
さ
れ
、
そ
の

た
め
大
川
甚
蔵
の
会
津
飛
脚
の
つ
い
で
に
「
御
書
物
・
宝
物
等
」
を
書
き
上
げ
て
申

し
上
げ
た
の
が
こ
の
書
状
で
あ
る
。列
記
さ
れ
た
家
宝
類
は
足
利
家
の
知
行
割
書
付
・

旗
・
鎧
・
刀
剣
・
鞍
な
ど
で
あ
る
。
坂
本
家
で
は
老
中
定
信
よ
り
「
右
家
来
分
之
者

共
、
只
今
ニ
而
茂
取
継
等
之
儀
在
レ
之
候
哉
之
事
」（
1
1
6
―
1
）
が
尋
ね
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
に
関
連
し
て
坂
本
義
辰
か
ら
彦
部
信
有
へ
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
幕
府
か
ら
の
坂
本
家
へ
の
お
尋
ね
↓
坂
本
家
か
ら
彦
部
家
へ
の
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お
尋
ね
と
い
う
連
鎖
の
な
か
で
、
家
宝
一
覧
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
伝
播
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

【
10
】
彦
部
信
有
書
状
（
3
2
2
）

大
井川

甚
蔵
殿
会
津
飛
脚
ニ
出
立
被
レ
致
候
ニ
付
、
此
方
家
筋
之
様
も
く
わ
し
く

可
二
申
上
一
と
被
レ
申
□
、
御
書
物
・
宝
物
等
、
書
付
ニ
い
た
し
被
レ
達
□
候
の

儀
故
、
此
書
状
ニ
■
■
認
、
荒
増
一
寸
申
遣
候
、

以
二
手
紙
一
啓
上
仕
候
、
時
分
柄
冷
気
相
益
申
候
得
共
、
御
安
栄
随
分
奉
レ
存
候
、

随
而
当
方
無
二
別
義
一
、
乍
レ
憚
貴
意
易
候
へ
共
、
可
レ
被
レ
下
候
、
然
者
、
坂
本

公
御
様
子
、
承
度
奉
レ
存
候
、御
沙
汰
候
へ
く
候
ハ
ヽ
、
早
速
為
二

御
知
一

可
レ
被

レ
下
候
、
扨
又
先
達
而
ハ
、
度
々
参
上
仕
、
預
二
御
世
話
一
、
不
レ
残
忝
奉
レ
存
候
、

其
節
御
尋
之
儀
左
ニ
申
上
候
、

一
、
足
利
家
よ
り
之
知
行
割
之
御
書
付
、
且
御
状
等
所
持
仕
候
、

一
、
麾　

　

鐙　
　

陣
幕

一
、
貞
家
一
腰

一
、
鑓　

二
筋

一
、
鞍　

七
口

一
、
矢
根

右
之
通
所
持
仕
候
、
右
之
趣
鑁
阿
寺
様
江
被
二
仰
上
一
、
御
前
宜
敷
被
レ
経
二
御
披

露
一
被
二
成
下
一
候
様
奉
二
願
上
一
候
、且
又
是
儀
会
津
表
御
飛
脚
等
ニ
御
尋
被
レ
成

候
へ
く
候
、
尚
又
宜
敷
被
二
仰
上
一
被
二
下
置
一
候
様
、
偏
奉
二
願
上
一
候
、
先
日

右
之
段
申
上
度
、
如
レ
此
御
坐
候
□
□
甚
被
レ
廻
レ
別
、
早
々
申
上
候
、
尚
委
細

ハ
期
二
其
面
一
可
レ
申
、
恐
々
、
以
上
、

　
　
　

九
月
十
三
日　

　
　
　
　
　
　

彦
部
五
兵
衛

　
　

大
井
甚
蔵
様

　

尚
々
鑁
阿
寺
様
へ
宜
敷
被
二
仰
上
一
被
レ
下
候
様
奉
二
願
上
一
候
、
以
上
、

　

た
だ
し
❶
で
彦
部
家
の
系
譜
の
略
述
に
用
い
た
宝
暦
十
三
年
由
緒
書
上
は
、
坂
本

家
の
寛
政
三
年
の
由
緒
書
上
の
三
十
年
程
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
に

系
譜+

家
宝
一
覧
と
い
う
型
式
で
あ
る
。
つ
ま
り
彦
部
家
で
は
系
譜+

家
宝
一
覧

と
い
う
型
式
の
由
緒
書
上
を
、
か
な
り
以
前
か
ら
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
に
は
や
や
疑
問
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
宝
暦
十
三
年
の
由
緒
書
上
の
筆
跡
は
、
寛

政
三
年
に
書
写
さ
れ
た
坂
本
家
書
上
に
近
似
し
て
お
り
、
ま
た
表
紙
の
題
字
の
書
き

様
も
、
本
文
の
半
丁
五
行
書
も
同
じ
で
、
宝
物
一
覧
の
末
尾
に
は
、

　
　

宝
暦
十
三
年
彦
部
家
書
上　
「
右
之
通
所
持
仕
候
以
上
」

　
　

寛
政
三
年
坂
本
家
書
上　
　
「
右
之
通
代
々
相
伝
所
持
仕
候
以
上
」

と
ほ
ぼ
同
じ
一
文
が
あ
る
。
よ
っ
て
宝
暦
の
書
上
は
、
寛
政
の
書
上
を
筆
写
し
た
信

有
に
よ
り
、
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
つ
の
推
測
が
な
し
得

る
。

　
【
1
】
に
見
え
る
よ
う
に
、
明
和
元
年
に
下
広
沢
郷
鳥
居
家
へ
家
筋
を
主
張
し
て

郷
士
身
分
を
得
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
に
仮
託
し
て
由
緒
書
上
を
作
成
し

た
か
、
も
し
く
は
昌
信
が
作
製
し
た
由
緒
書
上
を
、
坂
本
家
の
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し

て
書
き
改
め
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
宝
暦
十
三
年
彦
部
家
書

上
は
、
寛
政
三
年
坂
本
家
書
上
と
近
似
し
す
ぎ
て
お
り
、
ま
た
後
世
の
信
有
の
筆
跡

で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
坂
本
家
の
由
緒
書
の
ス
タ
イ
ル
を
彦
部
家
が
踏
襲
し
て
作
ら

れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。　

　

彦
部
家
は
現
存
す
る
資
料
か
ら
し
て
、
系
譜
の
作
製
に
必
要
な
様
々
な
文
献
を
収

集
・
研
究
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
資
料
収
集
も
坂
本
家
か
ら
の
助

成
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
、
彦
部
家
資
料
中
に
は
、
康
正
二
年
造
内
裏
段
銭
并
国
役

附
・
永
享
年
中
御
番
よ
り
彦
部
氏
関
連
記
事
を
抜
き
出
し
た
抄
本
が
あ
り
（
県
史
写

真
2
4
7
）、
そ
の
最
末
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
学
兵
衛

　
　

五
月
廿
四
日　

　
　
　
　
　
　

義
知
（
花
押
）

（
包
紙
）「
彦
部
数
馬　

彦
部
五
兵
衛
」

（
端
裏
書
）「
寛（
一
七
九
一
）

政
三
亥
年
九
月
認
遣
ス

足
利
寺
家
町

大
井川

甚
蔵
様　

彦
部
五
兵
衛
」
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彦
部
栄
太
郎

と
奥
書
が
あ
り
、
坂
本
義
知
か
ら
彦
部
栄
太
郎
（
知
行
）
へ
提
供
さ
れ
た
文
献
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
系
譜
部
分
に
つ
い
て
も
、
坂
本
家
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

受
け
な
が
ら
、
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
彦
部
知
行
が
安
政

二
年
に
記
し
た
系
譜
奥
書
の
草
案
に
は
、

右
家
譜
者
、
本
紙
蔵
レ
家
而
在
、
年
至
二
于
後
年
一
、
恐
有
二
虫
喰
消
字
等
一
故
、

集
而
以
為
二
一
巻
一
畢
、
尤
世
嗣
之
外
、
雖
レ
為
二
氏
族
一
、聊
不
レ
可
レ
許
二
他
見
一

者
也
、

　
　

于
時
安
政
二
年
六
月　
　
　
　
　
　

高
階
知
行
（
花
押
）

と
あ
り
、
幕
末
安
政
期
、
知
行
の
段
階
で
家
蔵
し
て
い
た
家
譜
が
虫
食
な
ど
に
よ
り

字
が
読
め
な
い
よ
う
な
状
態
で
、
そ
れ
を
集
め
て
一
巻
に
成
す
よ
う
な
作
業
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
20
（

。

❹
社
会
運
動
と
し
て
の
旧
臣
活
動

　

彦
部
家
は
、
旧
足
利
将
軍
家
の
側
近
と
い
う
由
緒
か
ら
、
会
津
藩
士
坂
本
家
と
の

家
臣
的
関
係
を
結
ん
で
い
る
が
、
同
様
の
例
、
つ
ま
り
百
姓
・
商
人
層
が
、
江
戸
時

代
以
前
の
某
家
旧
臣
と
い
う
由
緒
に
基
づ
い
て
、
旧
主
家
に
旧
臣
が
集
ま
り
組
織
化

さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
幕
末
期
で
は
、
上
野
国
新
田
の
岩
松
氏
、

下
野
国
壬
生
氏
、
同
国
喜
連
川
氏
な
ど
い
く
つ
か
の
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
北
関
東
で
の
動
向
は
、
一
つ
の
文
化
的
・
政
治
的
な
社
会
運
動
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　

上
野
国
新
田
岩
松
氏
は
幕
府
交
代
寄
合
格
で
一
二
〇
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ

の
系
譜
が
徳
川
家
に
近
し
い
由
緒
あ
る
家
柄
と
し
て
譜
代
大
名
並
の
待
遇
を
得
て
い

た
。
岩
松
家
に
は
旧
臣
を
称
す
る
由
緒
の
者
が
数
百
人
規
模
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
地
元
で
あ
る
上
野
に
限
ら
ず
、
広
く
武
蔵
・
下
野
・
奥
羽
と
北
関
東
か
ら
東

北
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
の
由
緒
の
者
た
ち
の
新
田
岩
松
氏
へ
の
「
出
入
り

関
係
」
を
明
ら
か
に
し
た
落
合
延
孝
は
、
由
緒
の
者
の
多
く
は
一
八
世
紀
後
半
以
後

の
関
係
で
あ
る
こ
と
、
階
層
的
に
は
村
役
人
・
豪
農
層
で
あ
る
こ
と
、
岩
松
氏
の
家

の
行
事
に
参
加
し
資
金
的
援
助
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
岩
松
家
の
旧
臣
と
い
う
立
場

か
ら
苗
字
帯
刀
の
許
可
を
得
て
、
在
地
社
会
で
の
社
会
的
地
位
を
得
て
い
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
て
い
る
）
21
（

。

　

泉
正
人
は
下
野
国
壬
生
家
旧
臣
団
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
）
22
（

。
戦
国
期
、
下
野
国

都
賀
郡
壬
生
に
勢
力
を
張
っ
た
壬
生
氏
は
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
征
伐
の
際
、
北
条

氏
に
味
方
し
て
取
り
潰
し
と
な
り
、
そ
の
家
臣
団
も
帰
農
し
た
り
、
他
家
に
仕
官
し

た
り
と
解
体
し
た
。
そ
れ
で
も
下
野
壬
生
家
の
後
胤
を
擁
し
て
旧
家
臣
の
組
織
は
存

続
し
て
お
り
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
下
野
壬
生
家
の
血
脈
が
途
絶
え
る
と
い

う
危
機
に
あ
た
っ
て
は
、
直
接
的
な
血
縁
に
な
い
京
都
の
官
務
家
壬
生
家
を
旧
主
家

筋
に
す
え
て
組
織
を
維
持
す
る
。
こ
の
壬
生
家
旧
臣
と
、
官
務
壬
生
家
の
媒
介
と
な

っ
た
の
が
下
野
壬
生
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
常
楽
寺
と
、
同
家
の
勧
請
に
な
る
雄
琴
神

社
で
あ
り
、
こ
と
に
常
楽
寺
は
壬
生
家
や
旧
臣
等
か
ら
資
金
を
集
っ
て
金
融
貸
付
を

行
う
な
ど
、
旧
臣
組
織
の
主
導
的
立
場
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

　

こ
の
壬
生
家
旧
臣
団
の
動
向
で
興
味
深
い
の
は
、幕
末
期
、嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）

頃
に
現
わ
れ
る
壬
生
市
正
な
る
人
物
の
動
き
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、
当
初
、
官
務

壬
生
家
か
ら
旧
臣
た
る
承
認
を
拒
否
さ
れ
た
よ
う
な
あ
や
し
げ
な
人
物
で
、
な
ん
と

か
旧
臣
身
分
を
得
る
と
、
常
楽
寺
を
拠
点
と
し
て
下
野
各
地
か
ら
壬
生
家
旧
臣
を
募

り
、
勝
手
に
由
緒
を
発
給
し
た
り
、
来
歴
不
明
の
槍
を
売
却
す
る
な
ど
、
そ
も
そ
も

金
品
が
目
当
て
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
市
正
と
常
楽
寺
は
、
他
の
壬
生
家
旧

臣
か
ら
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
市
正
の
あ
や
し
げ
な
旧
臣
集
め
の

活
動
に
は
、
そ
の
い
か
が
わ
し
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
応
募
が
あ
っ
た
わ
け
で
、

多
少
あ
や
し
げ
な
由
緒
の
供
給
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
し
ま
う
と
い
う
、
背

景
に
あ
る
需
要
の
大
き
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

　

泉
は
同
じ
く
下
野
の
喜
連
川
家
の
事
例
も
と
り
あ
げ
て
い
る
）
23
（

。
同
家
は
鎌
倉
公
方

の
末
裔
で
五
千
石
の
旗
本
で
あ
り
、鎌
倉
公
方
家
の
末
裔
と
い
う
社
会
的
地
位
か
ら
、



161

［桐生彦部家の足利将軍家旧臣活動］……菱沼一憲

縁
切
り
駆
け
込
み
地
と
し
て
離
縁
の
仲
介
を
行
っ
て
い
た
。
新
田
岩
松
の
当
主
の
猫

絵
が
魔
除
け
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
高
貴
な
る
由
緒
が
社
会
的
な
尊
敬

を
招
い
た
結
果
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
彦
部
家
の
旧
臣
活
動
に
類
似
し
た
農
民
・
商
人
層
に
よ
る
旧
臣
運
動
を
、

全
体
と
し
て
把
握
し
分
析
を
加
え
る
能
力
を
、
私
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
武
士
に
準
じ
る
身
分
を
獲
得
し
、
村
落
内
で
の
地
位
を
確
保
し
た
り
、
親
族
内

で
の
優
劣
を
競
う
な
ど
直
截
な
利
益
に
拘
わ
る
運
動
で
は
な
く
、
も
う
少
し
広
や
か

な
視
野
を
も
っ
た
社
会
運
動
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

久
留
島
浩
は
、
由
緒
研
究
の
も
つ
問
題
点
と
し
て
、
由
緒
研
究
は
個
々
の
家
の
問

題
に
一
面
化
し
が
ち
で
あ
り
、
ま
た
幕
末
・
維
新
期
に
、
政
治
的
行
動
を
と
ろ
う
と

す
る
多
く
の
百
姓
出
身
の
者
た
ち
が
、
村
を
離
れ
た
政
治
的
行
動
を
と
る
と
き
に
必

ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
い
立
て
る
の
が
、
か
つ
て
（
近
世
以
前
に
）
武
士
身
分
で

あ
っ
た
と
い
う
由
緒
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
解
明
で
き
て
い

な
い
と
す
る
）
24
（

。
農
民
層
の
武
家
た
る
由
緒
を
語
っ
て
の
社
会
活
動
を
、
個
々
の
問
題

に
特
化
さ
せ
ず
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
思
想
と
そ
の
動
向
を
あ
ぶ
り
出
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

　

彦
部
家
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
草
莽
的
な
活
動
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
幕
末
に
は
嫡

子
を
昌
平
坂
学
問
所
に
学
ば
せ
、
幕
臣
と
な
し
て
武
家
の
養
子
に
入
れ
る
な
ど
保
守

的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
向
性
は
、
そ
の
活
動
母
体
た
る
桐
生
国
学
が
、
過
激
な
尊

皇
攘
夷
・
倒
幕
運
動
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
と

は
い
っ
て
も
草
莽
同
様
に
、
村
・
地
域
と
い
っ
た
枠
組
み
を
越
え
た
活
動
に
身
を
投

じ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
従
来
の
幕
藩
制
秩
序
に
捉
わ
れ
な
い
、
前
向
き
な
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

最
後
に
幕
末
期
の
坂
本
義
続
書
状
を
引
用
し
て
、
旧
臣
活
動
の
最
終
段
階
に
触
れ

て
お
こ
う
。

【
11
】
坂
本
義
続
書
状
（
3
2
2
）

（
包
紙
）「
彦
部
栄
多
殿　

坂
本
右
兵
衛　

紙
封
物
壱
つ
添
」

尚
々

義
暉
（
輝
ヵ
）将

軍
御
書
毫
一
軸
贈
給
候
、
御
芳
志
之
段
、
弥
々
忝
承
候
、
珍
蔵
令

レ
致
、
扨
又
由
来
書
明
細
御
取
調
、
且
御
端
書
之
趣
、
逐
一
父
子
感
心
い
た

し
候
而
、
猶
々
御
老
人
へ
も
宜
敷
御
通
声
頼
入
候
、

（
中
略
）

御
札
令
二
披
見
一
候
、
春
色
相
催
候
へ
共
、
愈
御
無
事
珍
重
此
事
ニ
存
候
、
然

者
、
件
々
之
祝
酒
并
出
陣
為
二
見
舞
一
目
録
之
通
り
贈
給
り
、
忝
次
第
ニ
存
候
、

扨
又
京
師
争
戦
之
儀
、
御
方
及
二
委
曲
一
候
、
申
聴
之
趣
、
弥
々
令
二
満
足
一
候
、

右
之
あ
し
申
進
度
計
候
に
、
如
レ
此
に
候
、
猶
一
家
中
面
々
へ
も
宜
披
露
頼
入

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義

坂
本
右
兵
衛
続
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

彦
部
栄
多
殿

　

会
津
藩
主
保
科
容
保
は
京
都
守
護
職
と
し
て
上
洛
し
て
い
た
が
、
前
掲
の
交
流
記

録
に
は
「
文
久
三
癸
亥　

坂
本
御
父
子
会
津
中
将
殿
京
都
守
護
職
、
被
レ
蒙
レ
仰
御

上
京
」
と
あ
り
、
坂
本
義
知
・
義
続
親
子
も
上
洛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
こ

の
書
状
も
そ
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
彦
部
家
で
は
出
陣
見
舞
い
の

他
、
足
利
義
輝
揮
毫
の
軸
と
由
来
明
細
取
調
を
送
っ
て
い
る
。
坂
本
家
は
、
い
ず
れ

に
も
感
謝
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
と
に
由
来
明
細
に
つ
い
て
は
、
親
子
共
に
い
た
く

感
心
し
、
老
人
（
彦
部
知
行
か
）
に
よ
ろ
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
。

　

由
来
明
細
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
義
輝
揮
毫
に
関
す
る
由
来
調
査
で
、
京
都

へ
出
陣
す
る
親
子
へ
、
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
が
坂
本
親
子
を
感
動
さ
せ
る
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
信
有
・
知
行
二
代
に
わ
た
る
文
芸
活
動
の
成
果
と
い

え
よ
う
）
25
（

。
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お
わ
り
に

　

彦
部
家
で
語
ら
れ
た
由
緒
を
機
能
面
で
分
類
し
た
場
合
、「
家
の
由
緒
」
は
下
広

沢
郷
に
お
け
る
同
家
の
領
主
権
を
獲
得
・
保
持
す
る
機
能
を
果
た
し
、「
村
の
由
緒
」

は
桐
生
領
五
四
ヶ
村
と
い
う
地
域
の
権
益
を
守
る
機
能
を
持
っ
た
。
こ
う
し
た
機
能

面
で
考
え
る
と
、
彦
部
家
が
足
利
将
軍
家
の
末
裔
た
る
会
津
藩
士
坂
本
家
へ
旧
臣
と

称
し
て
交
流
を
も
っ
た
「
旧
臣
活
動
」
は
、
彦
部
家
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
義
を
持

っ
た
の
か
、
そ
の
点
を
考
え
て
み
た
。

　

彦
部
家
の
坂
本
家
へ
の
旧
臣
活
動
は
宝
暦
頃
よ
り
確
認
さ
れ
、
足
利
鑁
阿
寺
を
介

し
て
、
坂
本
氏
の
足
利
参
詣
の
際
に
御
目
見
し
、
裃
を
賜
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
交

流
が
よ
り
活
発
と
な
る
の
が
文
政
・
天
保
期
で
あ
り
、
彦
部
信
有
・
知
行
親
子
は
江

戸
勤
番
中
の
坂
本
邸
へ
お
見
舞
い
に
参
じ
、
ま
た
足
利
参
詣
を
促
し
実
現
さ
せ
る
な

ど
関
係
を
一
気
に
深
め
、
坂
本
義
知
か
ら
の
一
字
拝
領
・
感
状
下
賜
と
い
っ
た
名
誉

に
浴
し
て
い
る
。

　

こ
の
彦
部
信
有
・
知
行
の
代
に
彦
部
家
で
は
、
絹
織
物
産
業
へ
の
進
出
を
本
格
化

さ
せ
、
ま
た
当
時
、
盛
ん
で
あ
っ
た
桐
生
国
学
で
も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

足
利
旧
臣
と
し
て
の
活
動
も
、
そ
う
し
た
彦
部
家
の
活
動
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。
絹
織
物
産
業
で
は
、
信
有
は
江
戸
で
本
草
学
を
学
ん
で
草
木
染
の
技
術

を
獲
得
し
、
子
息
知
行
は
京
都
西
陣
へ
修
行
に
出
て
、
そ
の
織
物
技
術
を
習
得
し
て

桐
生
で
の
黒
繻
子
織
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
た
桐
生
国
学
で
は
江
戸
か
ら
当
世
屈
指

の
国
学
者
を
桐
生
に
呼
び
込
み
、
和
歌
・
漢
文
学
な
ど
の
文
化
を
開
花
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
央
の
文
化
・
技
術
に
接
近
し
、
そ
れ
を
獲
得
し
自
己
の
も
の
と
し
て

発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
が
彦
部
家
の
繁
栄
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
坂
本
家
へ
の
接

近
も
、
も
ち
ろ
ん
中
世
以
来
の
足
利
家
臣
の
家
柄
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

前
提
と
し
て
、
会
津
藩
で
神
道
・
軍
学
・
有
職
に
通
じ
た
家
柄
と
し
て
重
き
を
な
し

て
い
た
同
家
の
も
つ
文
化
へ
の
憧
れ
や
尊
敬
と
い
っ
た
も
の
に
促
さ
れ
て
い
っ
た
結

（
1
）　

林
匡
「
島
津
吉
貴
の
時
代
」「
島
津
氏
一
門
家
の
成
立
」（『
黎
明
館
調
査
報
告
』
二
一
、 

二
〇
〇
八
年
）

（
2
）　

群
馬
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年

註 果
で
あ
ろ
う
。
坂
本
家
と
の
交
流
の
中
で
、
同
家
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
文
化
的
ス
キ

ル
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
近
づ
い
て
ゆ
く
こ
と
が
、
家
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
、
幕
末
期
に
知
行
の
子
が
昌
平
坂
学

問
所
に
入
り
、
幕
臣
身
分
を
得
て
ゆ
く
の
は
、
そ
の
成
果
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
彦
部
家
の
旧
臣
活
動
は
、
一
見
す
る
と
幕
藩
体
制
の
支
配
秩
序
に
捉
わ
れ
た

保
守
的
な
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
江
戸
幕
府
は
武

家
を
頂
点
と
す
る
身
分
支
配
体
制
を
構
築
し
、
政
治
・
軍
事
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
・

文
化
で
も
そ
の
多
く
の
部
分
を
独
占
・
支
配
・
統
制
し
た
。
そ
れ
ら
を
集
積
し
て
お

く
場
所
が
武
家
の
首
都
江
戸
で
あ
り
、
経
済
・
文
化
の
中
心
で
あ
る
大
坂
・
京
都
も

直
轄
支
配
下
に
置
い
た
。
し
か
し
幕
末
期
に
む
け
て
、
武
家
に
よ
る
様
々
な
分
野
に

お
け
る
独
占
状
況
は
破
綻
し
て
ゆ
く
。
経
済
力
・
文
化
力
を
高
め
て
い
っ
た
彦
部
家

の
よ
う
な
百
姓
身
分
の
家
が
、
よ
り
高
度
な
政
治
・
文
化
面
で
の
成
長
を
渇
望
す
る

と
、
ど
う
し
て
も
身
分
制
秩
序
の
枠
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
欲
求
・
矛

盾
の
表
れ
が
旧
臣
活
動
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
し
た
動
向
は
彦
部
家
に
限
ら
れ
る

わ
け
で
な
く
、
北
関
東
で
示
し
た
新
田
岩
松
家
・
喜
連
川
家
・
壬
生
家
な
ど
各
地
で

旧
臣
活
動
が
活
発
化
す
る
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
広
範
な
社
会
的
現
象
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
旧
臣
活
動
は
、
尊
皇
攘
夷
・
討
幕
運
動
と
い
っ
た
過
激
な
政
治
的
・
軍

事
的
行
動
に
よ
り
幕
藩
体
制
を
突
き
崩
そ
う
と
す
る
草
莽
の
運
動
と
は
、
ま
っ
た
く

ベ
ク
ト
ル
を
異
に
す
る
。
し
か
し
旧
臣
活
動
も
、
幕
府
支
配
秩
序
の
否
定
と
い
う
部

分
で
は
同
根
で
あ
り
、
そ
の
支
配
秩
序
を
根
本
か
ら
変
革
し
て
ゆ
く
方
向
性
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
四
日
審
査
終
了
）

（
3
）　

山
本
英
二
「
村
の
由
緒
、
イ
エ
の
由
緒
」（『
日
本
歴
史
』
六
七
三
、二
〇
〇
四
年
）

（
4
）　

堀
越
靖
久
「
近
世
期
の
桐
生
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
九
五
、二
〇
〇
二
年
）

（
5
）　
『
群
馬
県
史 

通
史
編
五
』（
群
馬
県
、
一
九
九
一
年
）
第
二
章
三
節
桐
生
機
業
の
展
開

（
6
）　
『
桐
生
織
物
史
上
』（
桐
生
織
物
史
編
纂
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
、
初
版
三
五
年
）

（
7
）　
『
群
馬
県
史 

資
料
編
一
五
』
山
田
郡
大
間
々
町
桐
原 

藤
生
素
三
所
蔵

（
8
）　
『
群
馬
県
史 

資
料
編
一
五
』
千
葉
県
習
志
野
市
藤
崎 

吉
田
幌
所
蔵

（
9
）　

足
利
市
役
所
、
一
九
二
八
年

（
10
）　

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年

（
11
）　

3
2
2
は
「
会
津
侯
属
臣
坂
本
家
由
緒
書
」
と
表
書
さ
れ
た
袋
に
一
括
し
て
坂
本
家
と
の

交
流
関
係
史
料
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）　

3
2
2
、
年
未
詳
七
月
二
十
八
日
千
手
院
満
慶
書
状

（
13
）　

国
書
刊
行
会
、
一
九
六
四
年
、
二
六
五
〜
二
六
六
頁

（
14
）　
『
群
馬
県
史 

通
史
編
五
』（
群
馬
県
、
一
九
九
一
年
）
第
二
章
三
節
桐
生
機
業
の
展
開

（
15
）　

同
前

（
16
）　
「
近
世
桐
生
近
郊
農
村
に
お
け
る
一
富
農
の
経
営
」（『
早
稲
田
商
学
』
一
一
四
、一
九
五
五
年
）

（
17
）　
『
桐
生
市
史
』（
桐
生
市
、
一
九
五
九
年
）
第
四
章
近
世
の
桐
生

（
18
）　

山
田
郡
教
育
会
、
一
九
三
八
年
、
一
三
二
三
頁

（
19
）　

山
本
英
二
「
近
世
の
偽
文
書
―
武
田
浪
人
を
事
例
に
」（
久
野
俊
彦
・
時
枝
務
編
『
偽
文
書

学
入
門
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

（
20
）　

拙
稿
「
西
の
彦
部
と
東
の
彦
部
」（『
武
尊
通
信
』
一
二
〇
、二
〇
〇
九
年
）

（
21
）　
「
出
入
り
関
係
の
形
成
と
新
田
岩
松
氏
の
権
威
の
浮
上
」（『
関
東
近
世
史
研
究
』
三
六
、
一

九
九
四
年
）

（
22
）　
「
近
世
に
お
け
る
戦
国
大
名
旧
臣
の
結
合
―
下
野
国
壬
生
氏
と
常
楽
寺
・
雄
琴
神
社
―
」（
民

衆
史
研
究
会
編
『
民
衆
史
研
究
の
視
点
』
三
一
書
房
、
一
九
九
七
年
）

（
23
）　
「
領
主
的
「
権
威
」
と
地
域
―
近
世
喜
連
川
家
を
素
材
に
―
」（『
国
士
舘
大
学
教
養
論
集
』

六
五
、二
〇
〇
九
年
）

（
24
）　
「
村
が
「
由
緒
」
を
語
る
と
き
」（
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
の
社
会
集
団
』
山
川
出

版
社
、
一
九
九
五
年
）

（
25
）　

こ
の
後
、
義
続
は
戊
辰
戦
争
で
死
没
し
た
ら
し
く
、
明
治
元
年
に
は
義
広
が
名
跡
を
継
ぎ
会

津
か
ら
斗
南
藩
に
転
じ
、
明
治
七
年
に
は
「
足
利
旧
縁
諸
氏
」
に
迎
え
ら
れ
て
栃
木
県
足
利
郡

北
郷
村
に
赴
き
実
業
に
身
を
委
ね
、
大
正
九
年
に
没
し
た
と
、
そ
の
子
義
寿
が
そ
の
墓
誌
に
刻

ん
で
い
る
（
前
沢
輝
政
『
新
編
足
利
の
歴
史
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）。

　

さ
ら
に　

昭
和
二
年
に
は
坂
本
義
寿
・
鑁
阿
寺
学
頭
山
越
忍
空
・
彦
部
駒
雄
に
よ
る
「
名
誉

ア
ル
過
去
ノ
歴
史
ヲ
尊
重
シ
、
其
ノ
純
真
ナ
ル
関
係
ヲ
永
遠
ニ
持
続
ス
ベ
キ
」
と
い
う
覚
書
を

交
わ
し
て
い
る
（
3
2
2
）。

（
國
學
院
大
學
非
常
勤
講
師
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）
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Through an analysis of the activities of a former retainer of the Ashikaga Shogunate, the Hikobe 

family of Shimo-Hirosawa Village, Kiryu, Kozuke Province, this paper clarifies the importance of a  

family history in the early-modern class system, and brings to the fore a social movement that lay  

behind this former retainer family’s activities. 

The Hikobe family were prominent and influential farmers in Shimo-Hirosawa village, and were 

appointed as village officials. According to legend, however, in the Muromachi and Warring States  

period, the family under the surname of Takashina served in Kyoto as attendants of the Ashikaga 

Shogunate family, and at the end of the Warring States period, the family settled in Shimo-Hirosawa 

village. The family history as feudal lords shows that in the Warring States period, they were granted 

the Senbiki area within the Hirosawa Village by the Yura warlord clan. In addition, the historical  

records of 54 villages in the Kiryu domain state that for the Battle of Sekigahara, the family presented  

flag silks and flagstaffs. These records are a so-called “family history” and “village history,” and  

supported their right to rule the village, and control the silk textile industry. On the other hand,  

as a former retainer of the Ashikaga Shogunate family, the purpose of their fraternization with the 

Sakamoto family, who were Aizu domain retainers, is not exactly clear. With regard to the Sakamoto 

family, Yoshiaki, a wandering samurai and a great-grandchild of Yoshiaki Ashikaga, was finally  

accepted into government service in the Aizu domain. He was appointed by Masakata Hoshina, the  

lord of the domain, because of his good knowledge of Shinto studies, military science and tactics, 

and studies in ancient court and military practices and usage. Ashikaga Bannaji Temple acted as an 

intermediary between the Sakamoto family and the Hikobe family to establish a former retainer 

relationship, resulting in the granting of the following rewards: omemie （privilege of having an  

audience with the shogun）, omimai （visiting rights）, grant of kamishimo （Edo-period ceremonial 

dress of the warrior class） and a letter of approval, and ichiji hairyo （receiving one character  

from their lord’s personal name to be incorporated in their name）. Originally, the Hikobe family 

introduced advanced textile techniques and skills from Nishijin in Kyoto, and in the field of literary  

art, they invited scholars of the Japanese classics from Edo to Kiryu, and visited the capital to absorb  

its culture and to encourage the flourishing of the Japanese classics in Kiryu; they actively absorbed  
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and introduced the civilization and culture of the capital and thus brought prosperity to the family. It  

can be considered that as a former retainer, one of the purposes for the Hikobe’s activities with the 

Sakamoto family was to make contact with and follow their go-ahead and advanced culture. In the last 

days of the Tokugawa Shogunate, the heir of the Hikobe family became a vassal of the shogun, and 

also the heir of a samurai family. It is apparent that the family was devoted to improving their status  

in society; however, it is not correct if this is understood as simply providing support for the class 

system encouraged under the Shogunate administration. In fact, it was actually a form of resistance to 

the centralized exclusive system of politics, economy, and culture maintained by the samurai families, 

and it should be acknowledged that it was a positive aspect of this class trying to gain more control of 

these monopolized areas. For such trends, a qualitative commonness with the commoner movement  

can be found in the sense of relativization of the ruling system by the Shogunate, and it is also a social 

trend broadly confirmed in the East Kanto region as well as by the Hikobe family.

Key words: history, samurai family, class system, silk textiles, Japanese classics




